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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体試料中の微生物を検出する方法であって、
　ａ）１）ポリアミド繊維を含まない繊維性多孔質マトリックス、及び２）前記繊維性多
孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む不織布物品を提供することと
、
　ｂ）少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体を含有する疑いがある流体試料を提
供することと、
　ｃ）前記少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体の少なくとも一部分が前記不織
布物品に拘束されるように、前記流体試料を前記不織布物品と接触させることと、
　ｄ）前記少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を少な
くとも１種類の検出試薬と接触させて配置することと、
　ｅ）前記少なくとも１種類の拘束された微生物株、又は拘束された標的細胞検体の存在
を、生物発光ベースの検出方法により検出することと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記試薬が溶解剤を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記試薬がルシフェラーゼを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を少なくと
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も１種類の検出試薬と接触させて配置する前に、前記少なくとも１種類の微生物株又は標
的細胞検体が拘束された不織布物品を洗浄することを更に含む、請求項１～３のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記配置することが、前記少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘束された
不織布物品を、それを通じて検出信号を検出可能な材料を含む受器内に配置することを含
み、前記受器は前記少なくとも１種類の試薬を内包する、請求項１～４のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項６】
　前記接触させることが、前記流体試料を、４．０ｐｓｉ（２７．６ｋＰａ）以下の圧力
で前記不織布物品に通過させることを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［分野］
　本開示は、流体試料中の微生物を検出する方法、並びに微生物の検出に用いるためのデ
バイス、及びデバイスを含むキットに関する。
【０００２】
［背景］
　細菌はほとんどの水相系において自然に発生し、冷却塔、熱交換器、飲料用途及び廃水
用途、石油及びガス探査、並びに水圧破砕作業などの、水を用いる工業用途及び公共用途
における問題の原因となり得る。細菌を許容限度内に維持するための効果的な殺菌プログ
ラムを策定して実施するべく、細菌は監視される必要がある。微生物学的水質は通例、伝
統的な成長ベースの方法によって評価される。これは実行に２４～４８時間を要し得る。
ＡＴＰ生物発光アッセイに基づく高速な方法が、水中の微生物汚染を判定するために用い
られている。なぜなら、これらの方法は即時の結果を提供するためである。しかし、これ
らの方法は、検出可能な応答を引き出すために少なくとも１×１０５コロニー形成単位（
colony forming unit、cfu）／ｍＬを必要とするため、検出感度によって制限される。処
理化学物質又はマトリックス構成成分からの干渉が生物発光に影響を及ぼし、例えば、結
果の誤り、及び殺生物剤の管理の失敗を招き得る。より多量の試料（例えば、１００ｍＬ
）を用いることによってＡＴＰ生物発光アッセイの感度を増大させることができるが、こ
のような方法は野外では実施が困難であり得る。
【０００３】
［概要］
　水又は水性分散液などの、流体試料中の微生物を検出するために用いることができるデ
バイス及び方法が提供される。
【０００４】
　第１の態様では、流体試料中の微生物を検出する方法が提供される。本方法は、不織布
物品を提供することと、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体を含有する疑いが
ある流体試料を提供することと、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体の少なく
とも一部分が不織布物品に拘束されるように、流体試料を不織布物品と接触させることと
を含む。不織布物品は、繊維性多孔質マトリックス、及び繊維性多孔質マトリックス内に
捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。本方法は、微生物株又は標的細胞検体が拘束され
た不織布物品を少なくとも１種類の検出試薬と接触させて配置することと、拘束された微
生物株、又は拘束された標的細胞検体の存在を検出することとを更に含む。
【０００５】
　第２の態様では、流体試料を不織布物品と接触させるためのデバイスが提供される。デ
バイスは、試料容器と、フィルタホルダと、不織布物品と、フィルタホルダを受器と接合
させるように構成された第１のアダプタとを含む。不織布物品は、繊維性多孔質マトリッ
クス、及び繊維性多孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。



(3) JP 6883519 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

【０００６】
　第３の態様では、流体試料を不織布物品と接触させるための別のデバイスが提供される
。デバイスは、試料容器と、受器と接合させるように構成されたフィルタホルダと、不織
布物品とを含む。不織布物品は、繊維性多孔質マトリックス、及び繊維性多孔質マトリッ
クス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。
【０００７】
　第４の態様では、キットが提供される。キットは、流体試料を不織布物品と接触させる
ためのデバイスと、受器とを含む。デバイスは、試料容器と、フィルタホルダと、不織布
物品と、第１のアダプタとを含む。第１のアダプタは、フィルタホルダを受器と接合させ
るように構成されている。不織布物品は、繊維性多孔質マトリックス、及び繊維性多孔質
マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】本開示に係る例示的な試料容器の概略側面図である。
【図１Ｂ】本開示に係る例示的なフィルタホルダの概略断面図である。
【図１Ｃ】本開示に係る例示的な不織布物品の概略上面図である。
【図１Ｄ】図１Ｂのフィルタホルダの概略端面図である。
【図１Ｅ】図１Ｂのフィルタホルダ上に螺合させられた図１Ａの容器であって、フィルタ
ホルダは図１Ｃの不織布物品を内包する、容器の概略側面図である。
【図２Ａ】本開示に係る例示的な試料容器の概略側面図である。
【図２Ｂ】本開示に係る例示的な第２のアダプタの概略側面図である。
【図２Ｃ】本開示に係る図２Ｂの第２のアダプタ上に螺合させられた例示的なフィルタホ
ルダの概略側面図である。
【図２Ｄ】図２Ｃのフィルタホルダと第２のアダプタとの組み合わせの上に螺合させられ
た図２Ａの容器の概略側面図である。
【図２Ｅ】ストッパに取り付けられた２Ｄのデバイスの概略側面図である。
【図３Ａ】本開示に係る例示的な試料容器の概略側面図である。
【図３Ｂ】本開示に係る別の例示的な第２のアダプタの概略側面図である。
【図３Ｃ】本開示に係る図３Ｂの第２のアダプタ上に螺合させられた例示的なフィルタホ
ルダの概略側面図である。
【図３Ｄ】図３Ｃのフィルタホルダと第２のアダプタとの組み合わせの上に螺合させられ
た図３Ａの容器の概略側面図である。
【図３Ｅ】収集容器に取り付けられた２Ｄのデバイスの概略側面図である。
【図４Ａ】本開示に係る更なる例示的なデバイスの概略側面図である。
【図４Ｂ】例示的な真空源を更に含む、図４Ａのデバイスの概略上面図である。
【図５】本開示に係る更に別の例示的なデバイスの概略側面図である。
【図６】本開示の一実施形態に係る試料調製システムであって、試料調製システムは蓋を
含む、試料調製システムの分解斜視図である。
【図７Ａ】本開示に係る別の例示的なフィルタホルダの概略斜視図である。
【図７Ｂ】本開示に係る例示的な第１のアダプタの概略斜視図である。
【図７Ｃ】本開示に係る第１のアダプタ及び不織布物品を内包する図７Ａのフィルタホル
ダの概略斜視図である。
【図７Ｄ】本開示に係る試料送出システムの概略斜視図である。
【図７Ｅ】図７Ｂの第１のアダプタを内包し、図７Ｄの試料送出システムに接続された図
７Ｃのフィルタホルダの概略側面図である。
【図８Ａ】本開示に係る、検出デバイスの柄がフィルタホルダ内に挿入されている様子の
概略斜視図である。
【図８Ｂ】図８Ａの検出デバイスの柄がフィルタホルダから取り出され、第１のアダプタ
及び不織布物品を柄とともに取り出している様子の概略斜視図である。
【図８Ｃ】図８Ｂの検出デバイスの柄が検出デバイス内に挿入されている様子の概略側面
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図である。
【図８Ｄ】図８Ｃの検出デバイスの柄が検出デバイス内に完全に挿入された様子の概略側
面図である。
【図８Ｅ】照度計に動作可能に連結された図８Ｄの検出デバイスの概略側面図である。
【図９Ａ】シリンジアダプタの概略側面図である。
【図９Ｂ】シリンジアダプタの別の概略斜視図である。
【図９Ｃ】第１のアダプタを内包するフィルタホルダの概略斜視図である。
【図９Ｄ】ガスケットを用いて第１のアダプタに固定された不織布物品を内包するフィル
タホルダの概略斜視図である。
【図９Ｅ】図９Ｄのフィルタホルダに連結された図９Ｂのシリンジアダプタの概略斜視図
である。
【図９Ｆ】シリンジ、図９Ａのシリンジアダプタ、及び図９Ｄのフィルタホルダを含むデ
バイスの概略側面図である。
【図１０Ａ】第１のフィルタホルダ部分の概略斜視図である。
【図１０Ｂ】第１のフィルタホルダ部分の別の概略斜視図である。
【図１０Ｃ】第１のアダプタの概略斜視図である。
【図１０Ｄ】図１０Ｃの第１のアダプタを内包する図１０Ｂの第１のフィルタホルダ部分
の概略斜視図である。
【図１０Ｅ】不織布物品及びガスケットを更に内包する図１０Ｄの第１のフィルタホルダ
部分の概略斜視図である。
【図１０Ｆ】第２のフィルタホルダ部分の概略斜視図である。
【図１０Ｇ】本開示に係るデバイスの分解側面図である。
【図１０Ｈ】図１０Ｇの組み立てられたデバイスの概略側面図である。
【図１１Ａ】検出デバイスの柄が第１のフィルタホルダ部分から取り出され、第１のアダ
プタ及び不織布物品を柄とともに取り出している様子の概略斜視図である。
【図１１Ｂ】図１１Ａの検出デバイスの柄が検出デバイス内に挿入されている様子の概略
側面図である。
【図１１Ｃ】図１１Ｂの検出デバイスの柄が検出デバイス内に完全に挿入された様子の概
略側面図である。
【０００９】
［詳細な説明］
　流体試料の微生物的質の監視のための高速な方法が提供される。これらの方法は、少な
くとも１種類の微生物又は標的細胞検体を不織布物品によって濃縮するデバイスと、微生
物又は標的細胞検体の検出とを組み合わせる。本開示に係るデバイスは多量の流体試料と
の接触を可能にし、また、検出前に汚染物質を除去するための更なる任意選択的な洗浄を
も可能にする。不織布物品は検出のために受器へ容易に移し替えられる。本開示に係る方
法は、水中の細菌汚染を約１５分で容易に検出する能力を有する。したがって、これらの
方法及びデバイスは、流体試料中の微生物及び標的細胞検体の野外ベースの検出のために
適している。
【００１０】
　以下の定義された用語の用語集に関して、異なる定義が特許請求の範囲又は本明細書の
他の箇所において与えられていない限り、これらの定義が本出願全体のために適用される
ものとする。
【００１１】
　用語
　明細書及び特許請求の範囲の全体を通して特定の用語が使用されており、大部分は周知
であるが、いくらか説明を必要とするものもある。以下のことを理解されたい。本明細書
で使用される場合：
　用語「１つの（a）」、「１つの（an）」、及び「その（the）」は、「少なくとも１つ
の」と同義に使用され、記載される要素のうちの１つ以上を意味する。
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【００１２】
　用語「及び／又は（and／or）」は、一方又は両方を意味する。例えば「Ａ及び／又は
Ｂ」は、Ａのみ、Ｂのみ、又はＡ及びＢの双方を意味する。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、末端値による数値範囲での記述には、その範囲内に内包され
るあらゆる数値が含まれる（例えば１～５には１、１．５、２、２．７５、３、３．８、
４、及び５が含まれる）。
【００１４】
　特に指示がない限り、本明細書及び実施形態で使用する量又は成分、特性の測定値など
を表す全ての数は、全ての場合、「約」という用語によって修飾されていると解するもの
とする。したがって、特に指示がない限り、前述の明細書及び添付の実施形態の列挙にお
いて示す数値パラメータは、本開示の教示を利用して当業者が得ようとする所望の特性に
依存して変化しうる。最低でも、請求項記載の実施形態の範囲への均等論の適用を限定す
る試みとしてではなく、報告される有効桁の数に照らして、通常の四捨五入を適用するこ
とにより、各数値パラメータは少なくとも解釈されるべきである。
【００１５】
　「含む（comprises）」という用語及びその変化形は、これらの用語が本明細書及び特
許請求の範囲において現れる場合、限定的な意味を有しない。
【００１６】
　「好ましい」及び「好ましくは」という言葉は、特定の状況下で特定の利益を提供する
ことが可能な、本開示の実施形態を指す。しかしながら、同じ又は他の状況下で、他の実
施形態がまた好ましくてもよい。更には、１つ以上の好ましい実施形態の記載は、他の実
施形態が有用ではないことを示唆するものではなく、本開示の範囲から他の実施形態を排
除することを意図するものではない。
【００１７】
　特定されるかないしは他の方法で制限されない限り、用語「支持される」、及び「連結
される」、並びにその変化形は、幅広く使用され、直接的及び間接的支持並びに連結の両
方を包含する。他の実施形態が利用されてもよく、また、構造的又は論理的な変更が、本
開示の範囲から逸脱することなくなされ得ることを理解されたい。更に、「前」、「後」
、「上」、「下」といった用語は、各要素の互いに対する関係を説明するためにのみ用い
られるものであり、装置の特定の向きを説明すること、装置に必要とされる若しくは求め
られる向きを指示又は示唆すること、あるいは本明細書に記載される発明が、使用時にど
のように使用、装着、表示、又は配置されるかを指定することを目的とするものでは決し
てない。
【００１８】
　用語「細胞検体」は、細胞起源の検体（即ち、微生物又はその構成要素（例えば、細胞
又は細胞要素、例えば、デオキシリボ核酸（ＤＮＡ）若しくはリボ核酸（ＲＮＡ）、タン
パク質、アデノシン三リン酸（ＡＴＰ）などのヌクレオチド、及び同様のもの、並びにこ
れらの組み合わせ））を意味し、本明細書全体を通じた微生物又は微生物株への言及は、
あらゆる細胞検体により一般的に適用されることが意図されている。
【００１９】
　用語「濃縮剤」は、流体試料から微生物及び／又は細胞検体を拘束し、これにより、微
生物及び／又は細胞検体を、流体試料中に存在する場合よりも小さい体積に濃縮する材料
又は組成物（好ましくは、少なくとも約６０パーセント、又は少なくとも約７０パーセン
ト、又は少なくとも約８０パーセント、又は少なくとも約９０パーセントの細胞検体捕捉
又は拘束効率を有する）を意味する。
【００２０】
　用語「検出」は、細胞検体の同定を意味する（例えば、少なくとも標的微生物の構成要
素の同定を意味し、これにより、その標的微生物が存在すると判定される）。
【００２１】
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　（繊維性多孔質マトリックス中の粒子に関する）用語「捕らえられている（enmeshed）
」は、粒子が、単に繊維性多孔質マトリックスの表面上に保持されているのではなく、繊
維性多孔質マトリックスの内部及びその上に閉じ込められている（及び、好ましくは、そ
の中に分散している）ことを意味する。
【００２２】
　（繊維又は繊維性材料に関する）用語「フィブリル化された」とは、繊維の本幹に結合
しているフィブリル又は枝を形成するように（例えば、叩解によって）処理されることを
意味する。
【００２３】
　用語「繊維性多孔質マトリックス」は、絡み合った繊維を含む、不織布ウェブ又は媒体
（即ち、織物又は編物でないもの）、例えば、メルトブロー法、スパンボンド法、又は他
のエアレイ加工技法、カーディング法、湿式堆積法、又は同様のものによって絡み合わさ
れた繊維を含むウェブを意味する。典型的には、繊維は１００ミリメートル未満の長さを
有し、非捲縮性である。
【００２４】
　用語「濾過」は、一般に、サイズ、電荷、及び／又は機能によって物質を分離するプロ
セスを記述するために使用される。例えば、濾過は、可溶物及び溶媒（例えば、希釈剤）
を不溶物からの分離することを含むことができ、あるいは、可溶物、溶媒、及び比較的小
さな不溶物を、比較的大きな不溶物から分離することを含むことができる。様々な濾過方
法が使用でき、液体組成物をフィルタに通すこと、沈殿させてから吸引又は液体を傾瀉法
で移すこと、他の好適な濾過方法、及びこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限
定されない。「沈殿」は、液体組成物中の不溶物を沈殿させることを指すのに用いられる
。沈殿は重力又は遠心によって行うことができる。次いで、不溶物から可溶物及び溶媒を
吸引すること、可溶物及び溶媒をデカントにより移すこと、又はこれらの組み合わせによ
って、不溶物（又は比較的大きな不溶物）を、可溶物（又は可溶物及び比較的小さな不溶
物）及び溶媒から分離することができる。
【００２５】
　用語「ろ液」は、一般に、液体組成物から不溶物（又は少なくとも比較的大きな不溶物
）を除去後に残る液体を記述するために使用される。
【００２６】
　用語「流体」は、液体、溶液、又は液体中の固体若しくは液体の分散系を意味する。
【００２７】
　用語「微生物」は、分析又は検出に適した遺伝物質を有する任意の細胞又は粒子を意味
する（例えば、細菌、酵母、ウイルス、及び細菌内生胞子が挙げられる）。
【００２８】
　用語「微生物株」は、検出方法によって区別可能な特定のタイプの微生物（例えば、異
なる属、属内の異なる種、又は種内の異なる分離株の微生物）を意味する。
【００２９】
　「ポリマー」及び「ポリマー材料」なる用語は、互換可能に用いられ、１つ以上のモノ
マーを反応させることによって形成された材料を指す。
【００３０】
　用語「試料」は、（例えば分析のために）収集された物質又は材料を意味する。
【００３１】
　用語「試料マトリックス」は、微生物及び／又は細胞検体以外の試料の構成成分を意味
する。
【００３２】
　用語「標的細胞検体」は、検出したい任意の細胞検体を意味する。
【００３３】
　用語「標的微生物」は、検出したい任意の微生物を意味する。
【００３４】
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　本明細書全体を通し、「１つの実施形態」、「特定の実施形態」、「１つ以上の実施形
態」、又は「実施形態」への言及は、「実施形態」という用語の前に「例示的（代表的）
」という用語が含まれているかどうかに関わらず、その実施形態とともに記載される、あ
る特定の特徴、構造、材料、又は特性が、本開示の特定の例示的な実施形態の少なくとも
１つの実施形態に含まれることを意味する。それゆえ、本明細書全体を通して様々な箇所
にある「１つ以上の実施形態では」、「一部の実施形態では」、「特定の実施形態では」
、「一実施形態では」、「多くの実施形態では」又は「実施形態では」などの表現の出現
は、必ずしも本開示の特定の例示的な実施形態の同じ実施形態に言及しているわけではな
い。更に、特定の特徴、構造、材料、又は特性は、１つ以上の実施形態において任意の好
適な仕方で組み合わせられてもよい。
【００３５】
　ここで本開示の様々な実施形態が記述される。本開示の代表的な実施形態は、開示の趣
旨及び範囲から逸脱することなく、様々な修正や変更が可能である。したがって、本開示
の実施形態は以下に記述する例示的実施形態に限定されず、請求項及びそれと同等の任意
のものに定められた制限によって支配されるものと理解されたい。
【００３６】
　第１の態様では、流体試料中の微生物を検出する方法が提供される。本方法は、不織布
物品を提供することと、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体を含有する疑いが
ある流体試料を提供することと、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体の少なく
とも一部分が不織布物品に拘束されるように、流体試料を不織布物品と接触させることと
を含む。不織布物品は、繊維性多孔質マトリックス、及び繊維性多孔質マトリックス内に
捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。本方法は、微生物株又は標的細胞検体が拘束され
た不織布物品を少なくとも１種類の検出試薬と接触させて配置することと、拘束された微
生物株、又は拘束された標的細胞検体の存在を検出することとを更に含む。
【００３７】
　本開示の方法を用いることによって、例えば、グラム陰性細菌類、グラム陽性細菌類、
酵母菌類、真菌類、及びこれらの組み合わせなどの、細菌類、真菌類、酵母菌類、原生動
物類、ウイルス類（非エンベロープウイルス類及びエンベロープウイルス類の両方を含む
）、真菌胞子類、細菌内生胞子類（例えば、バシラス属（炭疽菌、セレウス菌、及び枯草
菌を含む）及びクロストリジウム属（ボツリヌス菌、ディフィシル菌、及びウェルシュ菌
を含む））、及び同様のもの、並びにこれらの組み合わせを含む、種々の微生物を濃縮し
、検出することができる。本開示の方法を用いることによって濃縮し、検出することがで
きる標的細胞検体としては、核酸類、タンパク質類、アデノシン三リン酸（ＡＴＰ）、又
はこれらの組み合わせが挙げられる。
【００３８】
　微生物、細胞検体、又はこれらの組み合わせの捕捉又は拘束は、流体試料を不織布物品
と接触させることによって達成される。特定の実施形態では、接触させることは、不織布
物品を通した流体試料の濾過を含む。選択実施形態では、接触させることは、濾液を不織
布物品に２回通過させるように送ること、又は不織布物品を大量の流体試料中に配置し、
試料が不織布物品を複数回通過するように流体試料を攪拌することなどによって、流体試
料を不織布物品に少なくとも２回通過させることを含む。本方法は任意選択的に、流体試
料を不織布物品と接触させる前に、流体試料を粗フィルタに通過させることを更に含む。
このようなフィルタの使用は、流体試料から、さもなければ不織布物品を詰まらせ得るで
あろう微粒子を除去することができる。好適な粗フィルタとしては、例えば、限定するも
のではないが、少なくとも１マイクロメートル、少なくとも５マイクロメートル、少なく
とも１０マイクロメートル、少なくとも２５マイクロメートル、又は少なくとも５０マイ
クロメートルの細孔径を備えるフィルタが挙げられる。
【００３９】
　有利な点として、本開示の不織布物品は、流体試料を不織布物品に効果的に通過させる
ために、不織布物品の両側で極めて低い圧力差しか必要としない。この特徴は、諸環境に
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おいて、例えば、野外の状況において、並びに／又は流体試料を輸送するために、利用可
能なポンプがないか、若しくは低出力のポンプしか利用できないときに、特に有益である
。本開示の一実施形態では、接触させることは、流体試料を、１４．７ポンド／平方イン
チ（ｐｓｉ）（１０１．３キロパスカル（ｋＰａ））以下、若しくは４．０ポンド／平方
インチ（ｐｓｉ）（２７．５８キロパスカル（ｋＰａ））以下、若しくは３．０ｐｓｉ（
２０．６８ｋＰａ）、若しくは２．０ｐｓｉ（１３．７９ｋＰａ）、若しくは１．０ｐｓ
ｉ（６．９ｋＰａ）、若しくは０．９ｐｓｉ（６．２１ｋＰａ）、若しくは０．８ｐｓｉ
（５．５２ｋＰａ）、若しくは０．７ｐｓｉ（４．８３ｋＰａ）、若しくは０．６ｐｓｉ
（４．１４ｋＰａ）、若しくは更には０．５ｐｓｉ（３．４５ｋＰａ）以下の圧力、並び
に少なくとも０．４ｐｓｉ（２．７６ｋＰａ）、若しくは少なくとも０．５ｐｓｉ（３．
４５ｋＰａ）の圧力で積層物品に通過させることを含む。
【００４０】
　特定の実施形態では、本方法は、少なくとも１種類の微生物株又は細胞検体が拘束され
た不織布物品を少なくとも１種類の検出試薬と接触させて配置することの前に、少なくと
も１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を洗浄することを更に含む
。残留試料マトリックスなどの汚染物質が、拘束又は捕捉された微生物及び／又は細胞検
体の大幅な損失を伴うことなく、不織布物品から除去され得ることが発見された。特定の
実施形態では、洗浄することは、例えば、限定するものではないが、滅菌脱イオン水又は
瓶入り飲料水を用いたすすぎ、あるいは食塩水又は緩衝溶液を用いたすすぎを含む。不織
布物品を洗浄することは、採用された特定の検出方法によっては、さもなければ、拘束さ
れた微生物及び／又は細胞検体の存在を検出することに干渉し得るであろう成分を除去す
ることに資する。
【００４１】
　特定の実施形態では、微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を試薬と接触
させて配置することは、不織布物品を、材料であって、それを通じて検出信号が検出され
ることができる材料を含む受器内に配置することを含み、受器は少なくとも１種類の試薬
を内包する。例えば、微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を試薬と接触さ
せて配置することは任意選択的に、不織布物品を、照度計に動作可能に連結されるように
構成された受器内に配置することを含み、受器は少なくとも１種類の試薬を内包する。そ
れゆえ、このような実施形態では、拘束された微生物株及び／又は標的細胞検体の、少な
くとも１種類の試薬との反応から発生された光の測定のために、受器を照度計内に配置す
ることによって、検出が促進される。同様に、受器は、特定の検出方法に依存した他の種
類の器具と接合させることができる。特定の実施形態では、微生物株又は標的細胞検体が
拘束された不織布物品を試薬と接触させて配置することは、不織布物品を、少なくとも１
種類の試薬を内包する受器内に押し込むことを含む。微生物株（単数又は複数）及び／又
は標的細胞検体（単数又は複数）を、不織布物品による捕捉からの除去を必要とすること
なく、検出することができることが発見された。不織布物品に付着した微生物株及び／又
は標的細胞検体を検出する能力は、検出前に微生物株（単数又は複数）及び／又は標的細
胞検体（単数又は複数）が不織布物品から溶出される必要がある方法と比べて、必要な方
法のこと数を減少させるため、有利である。更に、不織布物品は、微生物株及び／又は標
的細胞検体を、通例、不織布物品と接触させられた流体試料の体積よりも大幅に小さい、
物品の体積に濃縮する。
【００４２】
　不織布物品によって（例えば、吸着、吸収によって、又は篩い分けによって）捕捉又は
拘束された微生物及び／又は細胞検体は、現在知られている、又は今後開発される本質的
に任意の所望の方法によって検出可能である。このような方法としては、例えば、培養に
よる方法、顕微鏡（例えば透過光型顕微鏡又は落射蛍光顕微鏡（蛍光染料で標識した微生
物を可視化するために使用することができる））及びその他の画像手法、免疫学的検出方
法、並びに遺伝子学的検出方法が挙げられる。微生物及び／又は細胞検体の捕捉の後の検
出プロセスは任意選択的に、試料マトリックス成分を除去するための洗浄、染色、煮沸、
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又は溶出緩衝剤若しくは溶解剤を用いて濃縮デバイスから細胞検体を解離させること、あ
るいは同様のことを含むことができる。
【００４３】
　免疫学的検出は、標的生物に由来する抗原物質の検出であり、これは一般的に、細菌又
はウイルス粒子の表面にあるマーカーとして作用する生物学的分子（例えばタンパク質又
はプロテオグリカン）である。抗原物質の検出は、典型的には、抗体、ファージディスプ
レイなどの方法から選択されるポリペプチド、又はスクリーニング方法から得られたアプ
タマーによるものであり得る。
【００４４】
　免疫学的検出方法は周知であり、例えば、免疫沈降及び酵素結合免疫吸着検査法（ＥＬ
ＩＳＡ）が挙げられる。抗体結合は、様々な方法で（例えば一次抗体又は二次抗体のいず
れかを、蛍光染料で、量子ドットで、又は化学発光若しくは着色基質を生成し得る酵素で
標識し、かつプレートリーダー又はラテラルフローデバイスのいずれかを使用することに
よって）検出され得る。
【００４５】
　検出は、遺伝子学的アッセイによって（例えば核酸ハイブリッド形成又はプライマーを
用いた増幅によって）実行することもできる。捕捉又は拘束された微生物を溶解し、それ
らの遺伝物質（例えば、細胞検体）をアッセイのために利用可能にすることができる。溶
解方法は周知であり、これには例えば、超音波処理、浸透性ショック、高温処理（例えば
約５０℃～約１００℃）、及びリゾチーム、グルコラーゼ、チモラーゼ（zymolose）、リ
チカーゼ、プロテイナーゼＫ、プロテイナーゼＥ、及びウイルスエンドリシン（enolysin
s）などの酵素とともにインキュベーションすることが挙げられる。
【００４６】
　多くの一般的に使用されている遺伝子学的検出アッセイは、ＤＮＡ及び／又はＲＮＡを
含む、特定の微生物の核酸を検出する。遺伝子学的検出方法に使用される条件の厳密性は
、検出される核酸配列の変異レベルに相関する。塩濃度及び温度の非常に厳密な条件は、
検出を標的の正確な核酸配列に限定することができる。このように、標的核酸配列におい
て小さな変異を有する微生物株は、非常に厳密な遺伝子学的アッセイを使用して区別する
ことができる。遺伝子学的検出は、一本鎖核酸プローブが微生物の変性核酸にハイブリッ
ド化してプローブ鎖を含む二本鎖核酸が生成される、核酸ハイブリダイゼーションに基づ
いて行われる。当業者であれば、ゲル電気泳動、細管式電気泳動、又はその他の分離方法
の後でハイブリッドを検出するための、放射性、蛍光、及び化学発光標識などのプローブ
標識に精通している。
【００４７】
　特に有用な遺伝子学的検出方法は、プライマーを用いた核酸増幅に基づくものである。
プライマーを用いた核酸増幅方法としては、例えば、温度サイクル方法（例えば、ポリメ
ラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）、逆転写酵素ポリメラーゼ連鎖反応（ＲＴ－ＰＣＲ）、及びリ
ガーゼ連鎖反応（ＬＣＲ））、並びに等温方法及び鎖置換増幅（ＳＤＡ）（及びこれらの
組み合わせ、好ましくはＰＣＲ又はＲＴ－ＰＣＲ）が挙げられる。増幅された生成物を検
出するための方法としては、例えばゲル電気泳動分離及び臭化エチジウム染色、並びに生
成物中に組み込んだ蛍光標識又は放射性標識の検出が挙げられるが、これらに限定されな
い。増幅生成物の検出前に分離ことを必要としない方法（例えば、リアルタイムＰＣＲ又
はホモジニアス検出法）も使用することができる。
【００４８】
　生物発光検出法は周知であり、例えば米国特許第７，４２２，８６８号（Ｆａｎ　ｅｔ
　ａｌ．）に記述されているものを含むアデノシン三リン酸（ＡＴＰ）検出法が挙げられ
る。ＡＴＰのための生物発光検出方法は、多くの場合、ルシフェラーゼ酵素がＡＴＰ及び
二価陽イオン（マグネシウム若しくはカルシウムなど）の存在下でルシフェリンの酸化を
触媒する、周知のルシフェリン－ルシフェラーゼ系を含む。他の発光に基づく検出方法も
利用され得る。
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【００４９】
　多くの実施形態では、検出は、培養ベースの検出方法、画像検出方法、蛍光ベースの検
出方法、比色分析的検出方法、免疫学的検出方法、遺伝子学的検出方法、生物発光ベース
の検出方法、又はこれらの組み合わせを含む。
【００５０】
　上述されたように、不織布物品は、１）繊維性多孔質マトリックス、及び２）繊維性多
孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。不織繊維性多孔質マトリッ
クスは、多くの場合、紡織又は編み合わせではなく、織り交ぜた（interlaid）繊維の層
の形態である。不織繊維性多孔質マトリックスは、例えば、エアレイド技術、メルトブロ
ー加工又はスパンボンド加工のほか、毛羽立て加工、湿式積層、及びこれらの組み合わせ
のようなスパンボンド積層技術などの任意の好適なプロセスにより、調製することが可能
である。多くの実施形態では、繊維性不織布マトリックスは湿式載置技法によって調製さ
れる。
【００５１】
　不織繊維性多孔質マトリックスの調製において使用するのに適した繊維は通常、放射線
及び／又は種々の溶媒に対して安定したものなどのパルプ化可能又は押し出し成形可能な
繊維である。任意選択的に、ポリマー繊維のうちの少なくともいくつかは、ある程度の親
水性を呈するように選択され得る。有用な繊維としては、ポリマー繊維、無機繊維、及び
これらの組み合わせが挙げられる。より具体的には、これらの繊維は、ポリオレフィン繊
維及び繊維ガラス繊維を含む、複数の異なる種類の繊維を含む。
【００５２】
　好適なポリマー繊維としては、熱可塑性及び溶媒分散性ポリマー類などの、天然ポリマ
ー類（動物源若しくは植物源に由来するもの）及び／又は合成ポリマー類から作製された
ものが挙げられる。有用なポリマー類としては、以下のものが挙げられる：ポリオレフィ
ン類（例えば、ポリ（エチレン）（例えば、低密度ポリエチレン、中密度ポリエチレン、
高密度ポリエチレン等）、ポリプロピレン、ポリ（１－ブテン）、エチレンとプロピレン
とのコポリマー類、ポリ（エチレン－ｃｏ－１－ブテン）、ポリ（エチレン－ｃｏ－１－
ブテン－ｃｏ－１－ヘキセン）、及び同様のものなどの、エチレン若しくはプロピレンと
１－ブテン、１－ヘキセン、１－オクテン、及び１－デセンとのコポリマー類などのαオ
レフィンコポリマー類）；ポリ乳酸；ポリ（イソプレン）；ポリ（ブタジエン類）；ポリ
アミド類（例えば、ナイロン６、ナイロン６，６、ナイロン６，１２、ポリ（イミノアジ
ポイルイミノヘキサメチレン）、ポリ（イミノアジポイルイミノデカメチレン）、ポリカ
プロラクタムなど）；ポリイミド類（例えば、ポリ（ピロメリットイミド）及び同様のも
の）；ポリエーテル類；ポリ（エーテルスルホン）（例えば、ポリ（ジフェニルエーテル
スルホン）、ポリ（ジフェニルスルホン－ｃｏ－ジフェニレンオキシドスルホン）など）
；ポリ（スルホン類）；ポリ（酢酸ビニル類）などのポリ（ビニルエステル類）；酢酸ビ
ニルのコポリマー（例えば、ポリ（エチレン－ｃｏ－酢酸ビニル）、及びアセテート基の
少なくとも一部が加水分解されていることでポリ（エチレン－ｃｏ－ビニルアルコール）
などの種々のポリ（ビニルアルコール）を与えるコポリマーなど）；ポリ（ホスファゼン
類）；ポリ（ビニルエーテル類）；ポリ（ビニルアルコール類）；ポリアラミド（例えば
、ポリ（パラフェニレンテレルタルアミド）などのｐａｒａ－アラミド、及びＤｕＰｏｎ
ｔ　Ｃｏ．（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）より「ＫＥＶＬＡＲ」の商品名で販売される
繊維（そのパルプは、パルプを構成する繊維の長さに基づいて「ＫＥＶＬＡＲ　１Ｆ３０
６」及び「ＫＥＶＬＡＲ　１Ｆ６９４」などの様々なグレードで市販されており、これら
はいずれも少なくとも４ｍｍの長さのアラミド繊維を含んでいる）など）；毛；絹；セル
ロース系ポリマー類（例えば、セルロース、レーヨンのようなセルロース誘導体など）；
アクリル系ポリマー類（例えば、ポリアクリロニトリル）；ポリエステル類（例えば、ポ
リエチレンテレフタレート）；フッ素化ポリマー（例えば、ポリ（フッ化ビニル）、ポリ
（フッ化ビニリデン）、フッ化ビニリデンのコポリマー（例えば、ポリ（フッ化ビニリデ
ン－ｃｏ－ヘキサフルオロプロピレン）など）、クロロトリフルオロエチレンのコポリマ
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ー（例えば、ポリ（エチレン－コ－クロロトリフルオロエチレン）など）など；塩素化ポ
リマー類；ポリ（カーボネート類）；及び同様のもの；並びにこれらの組み合わせ。特定
の実施形態では、ポリマー繊維は、ポリオレフィン、ポリスルホン、ポリアミド、又はこ
れらの組み合わせを含む。
【００５３】
　好適な無機繊維としては、ガラス、セラミックス、及びこれらの組み合わせから選択さ
れる少なくとも１種類の無機材料を含むものが挙げられる。これらの繊維を加えることに
より、多くの場合、繊維性多孔質マトリックスを強化することが可能である。例えば、無
機繊維を含有する多孔質マトリックス層は、多くの場合、壊れることなく、屈曲、折り畳
み、又はプリーツ状にすることが可能である。有用な無機繊維としては、例えば、繊維ガ
ラス（例えば、Ｅガラス、Ｓガラスなど）、セラミック繊維（例えば、金属酸化物（アル
ミナなど）、炭化ケイ素、窒化ホウ素、炭化ホウ素などで製造された繊維）、及びこれら
の組み合わせが挙げられる。有用なセラミック繊維は、少なくとも部分的に結晶性であり
得る（認識可能なＸ線粉末回折図形を示す、又は結晶質相及び非晶質（ガラス）相の両方
を含有する）。いくつかの用途では、無機繊維は繊維ガラスを含む。
【００５４】
　濃縮剤粒子の閉じ込めを促進するため、及び／又は大きな表面積を確保するために、不
織繊維性多孔質マトリックスの形成に用いる繊維は、多くの場合、（例えば、主繊維が多
くのより小さな結合フィブリルで取り囲まれた形態の）少なくとも１つのフィブリル化繊
維を含有する。主繊維は、一般に、０．５ミリメートル～５ミリメートルの範囲内の長さ
、及び１マイクロメートル～２０マイクロメートルの範囲内の直径を有し得る。フィブリ
ルは、典型的には、μｍ未満の直径を有し得る。多くの実施形態では、フィブリル化繊維
は、ポリ（エチレン）又はポリプロピレンなどのポリオレフィン、あるいはポリアクリロ
ニトリルなどのアクリル系ポリマーから調製される。
【００５５】
　好適なポリマー繊維としては、２成分繊維が更に挙げられる。２成分繊維は、典型的に
は、２成分繊維内の材料の一方の融点の差によって、マトリックス繊維の全てを一体に束
ねるのを支援する。２成分繊維は、例えば、コア－シース構造、並列（サイド－バイ－サ
イド）構造、海島（アイランド－イン－ザ－シー）構造、又は分割パイ（セグメンテッド
－パイ）構造、あるいは同様のものを有することができる。並列２成分繊維の例には、ポ
リオレフィン、熱結合された２成分繊維、チッソ株式会社（日本、大阪）からＣＨＩＳＳ
Ｏ（例えば、ＣＨＩＳＳＯ　ＥＳ）という商品名で市販されているものがある。コア－シ
ース２成分繊維の例には、ユニチカ株式会社（日本、大阪）からメルティ（例えば、ＭＥ
ＬＴＹ　４０８０）という商品名で市販されているもの、並びにＭｉｎｉｆｉｂｅｒｓ，
Ｉｎｃ．（Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｃｉｔｙ，ＴＮ）から市販されている、エチルビニルアセテ
ート（シース）及びポリプロピレン（コア）で作製されたもの、又はポリエステルとポリ
エチレンテレフタレート（ＰＥＴ）とのコポリエステル（シース）及びポリエステル（コ
ア）で作製されたものがある。
【００５６】
　不織繊維性多孔質マトリックスは、複数の異なる種類の繊維を含有する。一部の実施形
態では、多孔質マトリックスは、３、４種類、又は更にはより多くの異なる種類の繊維を
使用して形成され得る。例えば、強度及び一体性をもたせるために繊維ガラス繊維を加え
ることができる一方、粒子を閉じ込めるためにフィブリル化ポリ（エチレン）を加えるこ
とができる。加えて、ナイロン繊維が親水性特性をもたらすのに対して、フィブリル化ポ
リ（エチレン）繊維は多孔質マトリックスに疎水性特性をもたらす。フィブリル化繊維及
び非フィブリル化繊維を組み合わせて使用した場合、フィブリル化繊維と非フィブリル化
繊維との重量比は、多くの場合、少なくとも１：２、少なくとも１：１、少なくとも２：
１、少なくとも３：１、少なくとも５：１、又は更には少なくとも８：１である。幾つか
の実施形態では、疎水性及び親水性ポリマー繊維の混合物が使用される。例えば、繊維性
多孔質マトリックスは、ポリオレフィンなどの疎水性繊維と、ポリスルホンなどの親水性
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繊維との混合物を含み得る。いくつかの特定の例では、ポリマー繊維は、ポリオレフィン
繊維、２成分繊維、及び繊維ガラス繊維を含む。
【００５７】
　特定の実施形態では、繊維性多孔質マトリックスはポリアミド繊維を含まない。繊維性
多孔質マトリックス内にナイロン繊維を含めると、以下の実施例において説明されるよう
に、生物発光ＡＴＰ検出方法のために、ナイロン繊維を有しない繊維性多孔質マトリック
スよりも低い発光量を生じさせ得ることが発見された。
【００５８】
　好ましくは、不織繊維性多孔質マトリックスを形成するために用いられる繊維は非捲縮
性である。非捲縮繊維と対照的に、捲縮繊維は、特徴の反復（例えば、波状、ぎざぎざ、
正弦波形状等の繊維の外観の形で現れる）を呈すること、螺旋形の外観を有すること（例
えば、特に、２成分繊維の熱活性化によって得られる捲縮繊維の場合）等で識別すること
ができ、当業者によって容易に認識可能である。例示的な捲縮繊維が、Ｈａｕｓｅｒに対
する米国特許第４，１１８，５３１号、Ｐｉｋｅらに対する米国特許第５，５９７，６４
５号、及びＳｏｍｍｅｒらに対するカナダ特許第２６１２８５４号に記載されている。
【００５９】
　不織繊維性多孔質マトリックスの形成に用いられる繊維は、特定の用途（例えば、流体
試料をマトリックスに通過させること）のために十分な構造的一体性及び十分な多孔性を
有する多孔質マトリックスを提供できる長さ及び直径のものであることができる。繊維の
長さは、多くの場合、少なくとも約０．５ミリメートル、少なくとも１ミリメートル、少
なくとも２ミリメートル、少なくとも３ミリメートル、少なくとも４ミリメートル、少な
くとも６ミリメートル、少なくとも８ミリメートル、少なくとも１０ミリメートル、少な
くとも１５ミリメートル、若しくは少なくとも２０ミリメートル、並びに最大５０ミリメ
ートル、最大４０ミリメートル、最大３０ミリメートル、若しくは最大２５ミリメートル
である。繊維の直径は、例えば、少なくとも１０マイクロメートル、少なくとも２０マイ
クロメートル、又は少なくとも３０マイクロメートルであることができる。繊維の長さ及
び直径は、繊維の性質及び用途のタイプなどの因子に応じて異なることになる。
【００６０】
　不織繊維性多孔質マトリックスは、多くの場合、ポリオレフィン繊維、ガラス繊維、及
び２成分繊維の混合物を含む。いくつかの特定の実施形態では、不織繊維性多孔質マトリ
ックスは、フィブリル化ポリエチレン繊維、ガラス繊維、及びシース－コア２成分繊維を
含有する。一部の実施例では、不織繊維性多孔質マトリックスは、４０～８０重量パーセ
ントのフィブリル化ポリエチレン繊維、５～２０重量パーセントのガラス繊維、及び５～
２０重量パーセントの２成分繊維を含有する。一部の実施例では、不織繊維性多孔質マト
リックスは、４０～８０重量パーセントのフィブリル化ポリエチレン繊維、１０～３０重
量パーセントのナイロン繊維、５～２０重量パーセントのガラス繊維、及び５～２０重量
パーセントの２成分繊維を含有する。他の実施例では、不織繊維性多孔質マトリックスは
、５０～７０重量パーセントのフィブリル化ポリエチレン繊維、５～１５重量パーセント
のガラス繊維、及び５～２０重量パーセントの２成分繊維を含有する。更に他の実施例で
は、繊維性多孔質マトリックスは、５５～６５重量パーセントのフィブリル化ポリエチレ
ン繊維、０～２０重量パーセントのナイロン繊維、５～１５重量パーセントのガラス繊維
、及び１０～２０重量パーセントの２成分繊維を含有する。
【００６１】
　大部分の実施形態では、繊維性多孔質マトリックスは繊維のみを含有する。例えば、乾
燥繊維性多孔質マトリックスの少なくとも９０重量パーセント、少なくとも９５重量パー
セント、少なくとも９８重量パーセント、少なくとも９９重量パーセント、又は少なくと
も９９．５重量パーセントは、繊維である。特定の実施形態では、不織布物品は、少なく
とも０．１ミリメートル、又は少なくとも０．１５ミリメートル、又は少なくとも０．２
ミリメートル、又は少なくとも０．３ミリメートル、又は少なくとも０．４ミリメートル
、又は少なくとも０．５ミリメートル、又は少なくとも０．６ミリメートルの厚さを有す
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る。不織布物品は通常、最大１ミリメートル、又は最大０．９ミリメートル、又は最大０
．８ミリメートル、又は最大０．７ミリメートル、又は最大０．５５ミリメートルの厚さ
を有する。別の言い方をすれば、不織布物品は、０．１５ミリメートル～１ミリメートル
、又は０．１５ミリメートル～０．８ミリメートル、又は０．１ミリメートル～０．７ミ
リメートルの厚さを有してもよい。特定の実施形態では、試薬が不織布物品内へ拡散する
ために要する時間を減少させること、又は発生された検出信号の遮断を減少させることな
ど、微生物及び／又は細胞検体の検出への干渉を最小限に抑えるために、厚さ範囲の下端
の方の厚さを有する不織布物品が選択される。
【００６２】
　不織布物品は、典型的には、繊維性多孔質マトリックス、及び繊維性多孔質マトリック
ス内に分散した濃縮剤粒子の両方を含む。大部分の実施形態では、不織布物品は、不織布
物品の総乾燥重量に基づいて少なくとも１０重量パーセントの濃縮剤粒子を含有する。濃
縮剤粒子の量が約１０重量パーセントよりも低い場合には、不織布物品は、微生物又は細
胞検体を流体試料から効果的に捕捉するのに十分な濃縮剤粒子を含有していない可能性が
ある。一部の実施例では、不織布物品は、不織布物品の総乾燥重量に基づいて少なくとも
１５重量パーセント、少なくとも２０重量パーセント、少なくとも２５重量パーセント、
又は少なくとも３０重量パーセントの濃縮剤粒子を含有する。
【００６３】
　他方、不織布物品は、通常、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５５重量パーセント以
下の濃縮剤粒子を含有する。濃縮剤粒子の量が約５５重量パーセントを超える場合には、
不織布物品は十分な量の繊維性多孔質マトリックスを含有していない可能性がある。即ち
、微生物株及び／又は標的細胞検体を捕捉するために採用されるときに、不織布物品の強
度は、一つにまとまるのに不十分になる可能性がある。一部の実施例では、不織布物品は
、不織布物品の総重量に基づいて５０重量パーセント以下、４５重量パーセント以下、又
は４０重量パーセント以下の濃縮剤粒子を含有する。
【００６４】
　言い方を変えれば、不織布物品は、多くの場合、１０～５５重量パーセントの濃縮剤粒
子及び４５～９０重量パーセントの繊維性多孔質マトリックス、１５～５０重量パーセン
トの濃縮剤粒子及び５０～８５重量パーセントの繊維性多孔質マトリックス、２０～５０
重量パーセントの多孔質ポリマー粒子及び５０～８０重量パーセントの繊維性多孔質マト
リックス、２０～４５重量パーセントの濃縮剤粒子及び５５～８０重量パーセントの繊維
性多孔質マトリックス、２５～４０重量パーセントの濃縮剤粒子及び６０～７５重量パー
セントの繊維性多孔質マトリックス、又は３０～４０重量パーセントの濃縮剤粒子及び６
０～７０重量パーセントの繊維性多孔質マトリックスを含有する。これらの量は、不織布
物品の総乾燥重量に基づく。
【００６５】
　多くの実施形態では、不織布物品（乾燥時）は、濃縮剤粒子及び繊維性多孔質マトリッ
クスのみを含有する。例えば、不織布品は、乾燥時、少なくとも９０重量パーセント、少
なくとも９５重量パーセント、少なくとも９８重量パーセント、少なくとも９９重量パー
セント、又は少なくとも９９．５重量パーセントの複合した濃縮剤粒子及び繊維性多孔質
マトリックスを含有する。
【００６６】
　濃縮剤粒子は、微生物及び／又は細胞検体を含有する流体試料と接触させられるときに
、微生物株、細胞検体、又はこれらの組み合わせを非特異的に捕捉するために採用された
非水溶性微粒子材料である。濃縮剤粒子は典型的にはマイクロ粒子を含む。濃縮剤粒子は
、典型的には、非晶質金属ケイ酸塩類、グアニジン官能化金属ケイ酸塩類、珪藻土、表面
修飾珪藻土、グアニジン官能化珪藻土、γ－ＦｅＯ（ＯＨ）、金属炭酸塩類、金属リン酸
塩類、シリカ、パーライト、グアニジン官能化パーライト、及びこれらの組み合わせから
なる群から選択される粒子を含む。
【００６７】
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　一実施形態では、濃縮剤粒子は、非晶質球状化ケイ酸マグネシウム、非晶質球状ケイ酸
アルミニウム、又はこれらの組み合わせなどの、非晶質金属ケイ酸塩類の粒子を含む。ケ
イ酸金属塩の非晶質の少なくとも部分溶融した粒子形状は、比較的小さい供給粒子（例え
ば、平均粒径が約２５マイクロメートルまでのもの）を、概ね回転楕円体又は球の形状の
粒子（すなわち、真に又は実質的に円及び楕円の形状及び任意の他の丸い又は曲がった形
状を含む、概ね丸く、鋭利な角又は縁を含まない、拡大された二次元像を有する粒子）を
作製するための制御された条件下で融解又は軟化させる既知の任意の方法によっても調製
可能である。このような方法には微粒化、ファイアポリッシュ、直接溶融などが挙げられ
る。好ましい方法は、固体フィード粒子の直接溶融又はファイアポリッシュにより、少な
くとも部分的に溶融した、実質的にガラス状粒子が形成される、火焔溶融（例えば、米国
特許第６，０４５，９１３号（Ｃａｓｔｌｅら）に述べられている方法におけるような）
である。最も好ましくは、このような方法は、不規則な形状の供給粒子の相当部分（例え
ば、約１５～約９９体積パーセント、好ましくは、約５０～約９９体積パーセント、より
好ましくは、約７５～約９９体積パーセント、最も好ましくは、約９０～約９９体積パー
セント）を概ね楕円体又は回転楕円体の粒子に変換することによって、非晶質球状化金属
ケイ酸塩を生成するために利用することができる。
【００６８】
　いくつかの非晶質ケイ酸金属塩は市販されている。例えば、非晶質球状化ケイ酸マグネ
シウムは、化粧料における使用のために市販されていた（例えば、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ
（Ｓｔ．Ｐａｕ、ＭＮ）より入手可能な、「３Ｍ　ＣＯＳＭＥＴＩＣ　ＭＩＣＲＯＳＰＨ
ＥＲＥＳ　ＣＭ－１１１」）。３Ｍ　ＣＯＳＭＥＴＩＣ　ＭＩＣＲＯＳＰＨＥＲＥＳ　Ｃ
Ｍ－１１１は、２．３ｇ／ｃｃの粒子密度、３．３ｍ２／ｇの表面積を有し、粒径は：９
０パーセントが１１マイクロメートル未満（即ち、Ｄ９０＝１１）、５０パーセントが５
マイクロメートル未満、かつ１０パーセントが２マイクロメートル未満である。非晶質ケ
イ酸アルミニウムは、ペンキ、プライマー、粉末コーティング、及び他のコーティングで
の使用向けに市販されており、例えば、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ、ＭＮ）
製の「３Ｍ　ＣＥＲＡＭＩＣ　ＭＩＣＲＯＳＰＨＥＲＥＳ」などがある。この３Ｍ　ＣＥ
ＲＡＭＩＣ　ＭＩＣＲＯＳＰＨＥＲＥＳは、粒子密度２．４ｇ／ｃｃの中実の球体として
成形されているアルカリ・アルミノ・シリケート系セラミックマイクロスフィアであり、
Ｗ－２１０、Ｗ－４１０、及びＷ－６１０の３つの等級で市販されている。Ｗ－２１０粒
子は、５ｍ２／ｃｃの表面積、並びに９５パーセントの約１２ミクロン未満（即ち、Ｄ９

５＝１２）、９０パーセントの約９ミクロン未満、５０パーセントの約３ミクロン未満、
及び１０パーセントの約１ミクロン未満の粒径を有する。Ｗ－４１０粒子は、３ｍ２／ｃ
ｃの表面積、並びに９５パーセントの約２４ミクロン未満（即ち、Ｄ９５＝２４）、９０
パーセントの約１５ミクロン未満、５０パーセントの約４ミクロン未満、及び１０パーセ
ントの約１ミクロン未満の粒径を有する。Ｗ－６１０粒子は、３ｍ２／ｃｃの表面積、並
びに９５パーセントの約４０ミクロン未満（即ち、Ｄ９５＝４０）、９０パーセントの約
２８ミクロン未満、５０パーセントの約１０ミクロン未満、及び１０パーセントの約１ミ
クロン未満の粒径を有する。
【００６９】
　特定の実施形態では、濃縮剤粒子はパーライト粒子を含む。パーライトは、約７０～７
５％の二酸化ケイ素及び１２～１５％の酸化アルミニウム、並びに酸化ナトリウム、酸化
カリウム、酸化鉄、酸化マグネシウム、及び酸化カルシウムを含む、より少量の他の金属
酸化物を含有する、自然に形成される非晶質火山ガラスである。パーライトが熱によって
膨張させられると、それは軽量骨材を形成する。好適なパーライト粒子の例としては、Ｄ
ｉｃａｐｅｒｌ　Ｍｉｎｅｒａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｒａｗｆｏｒｄｓｖｉ
ｌｌｅ，ＩＮ）から各々市販されている、４１０６グレード材料、４１５６グレード材料
及び４７６グレード材料が挙げられる。
【００７０】
　特定の実施形態では、濃縮剤粒子は、グアニジン官能化金属ケイ酸塩粒子、グアニジン
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官能化珪藻土粒子、又はグアニジン官能化パーライト粒子を含む。グアニジン官能化粒子
は、例えば、本願と同一譲受人に譲渡された国際出願ＰＣＴ／ＵＳ２０１４／０４０８６
１号（Ｋｓｈｉｒｓａｇａｒら）に開示されている方法に従って作製することができる。
グアニジン官能化金属ケイ酸塩粒子、グアニジン官能化珪藻土粒子、又はグアニジン官能
化パーライト粒子は、少なくとも１つのグアニジン含有リガンドを含む。グアニジン含有
リガンドは、金属ケイ酸塩、珪藻土、又はパーライトの粒子を、式１に示される構造を有
するグアニジン含有シランで修飾することによって、形成される。
　Ｘ３－ｎＲａ

ｎＳｉ－Ｙ－Ｇ　式１
【００７１】
　式１において、Ｓｉは、ケイ素原子であり、Ｇは、式－ＮＨ－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２で
表されるグアニジン基を示す。Ｙは、一端においてケイ素原子と共有結合し、他端におい
てＧ基と共有結合する２価の基である。各Ｒａ基は、存在する場合には、独立してアルキ
ル、アラルキル、又はアリール基であり、ケイ素原子と結合している。各Ｘは、ケイ素原
子と共有結合した脱離基であり、かつ独立してアルコキシ又はアシルオキシであり、ｎは
、０、１、又は２である。典型的なアルキレンは、２価の基の末端原子を含めて、最大２
０個、最大１６、１２、１０、８、７、６、５、４個、又は最大３個の炭素原子、又は２
個の炭素原子を有していてよい。特定の実施形態においては、Ｙは、３～６個の炭素原子
を有するアルキレンを含む２価の基である。好ましい一実施形態においては、Ｙは、３個
の炭素原子を有する２価の基（すなわち、プロピル）である。
【００７２】
　式１においては、各脱離基Ｘは、独立して、１、２、３、４、５、６、７、８、９個、
若しくは最大１０個の炭素原子を有するアルコキシ基であるか、又は２個、若しくは３、
４、５、６、７、８、９個、若しくは最大１０個の炭素原子を有するアシルオキシ基であ
り、アルコキシ基、又はアシルオキシ基は、酸素原子を介してケイ素原子と結合している
。
【００７３】
　一部の実施形態では、ｎは０である。ｎが０のとき、Ｒａ基は存在しないため、式１は
、式２に示すように、より単純化することができる（ここで、Ｓｉ、Ｇ、Ｙ、及びＸは、
式１で定義したとおりである）。
　Ｘ３Ｓｉ－Ｙ－Ｇ　式２
　式１（又は式２）のシランが金属ケイ酸塩又はパーライト粒子の表面上の－ＯＨ基と反
応する際、少なくとも１つのＸ脱離基が、ケイ素原子と金属ケイ酸塩、珪藻土、又はパー
ライト粒子の表面上の酸素原子との間の共有結合により置き換えられる。式１で表される
一般形式のうち、ｎ＝０（すなわち、式２の場合）の場合の、特定の例示的なグアニジン
含有リガンドを含む、グアニジン官能化金属ケイ酸塩、グアニジン官能化珪藻土、又はグ
アニジン官能化パーライト粒子の実施形態を、式３に示す（式３の円は金属ケイ酸塩又は
パーライト粒子を表す）。
【００７４】
【化１】

【００７５】
　式３は、ｎが３であり、かつＹが３個の炭素原子を有するアルキレンである２価の基で
ある場合の特定の実施形態を表すものであることが理解されるであろう。式１～３の各々
では、グアニジン基のイオン化状態は省略されているが、様々な環境により、例えば、グ
アニジン基が存在する液体媒体のｐＨに応じて、このようなグアニジン基は、荷電してい
てもよいし、荷電していなくてもよい（例えば、プロトン化していてもよいし、脱プロト
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ン化していてもよい）ことが理解されるであろう。
【００７６】
　例えば、グアニジン含有前駆体のＳｉに結合した加水分解性基を粒子のヒドロキシル基
と反応させることにより、リガンドの酸素（単数又は複数）と粒子との間に、共有結合（
単数又は複数）を簡便に得ることができる。式３の例示的な構造では、結合したこのよう
な酸素原子が３つ示されている（すなわち、式１においてｎ＝３）が、様々な実施形態に
おいて、結合したこのような酸素原子は１つであっても、２つであっても、又は３つであ
ってもよいことが理解されるであろう。ケイ素原子に結合するこのような酸素原子が３つ
未満の場合、ケイ素原子には他の置換基が存在し得る（例えば、粒子と結合しない置換基
など、この置換基は式１に示されていない）。例えば、グアニジン含有リガンドは、２つ
以上のグアニジン含有リガンド前駆体間で形成されるＳｉ－Ｏ結合に起因する、Ｓｉ－Ｏ
－Ｓｉ（すなわち、シロキサン）基の形成を含むポリマー構造を含み得る。理論に束縛さ
れるものではないが、粒子に付加されたより複雑なグアニジン含有リガンド構造を生じさ
せるために、Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ基は、追加された水、若しくは他の水性溶媒、又はＳｉ－Ｏ
－Ｒ基内の結合を加水分解することができる他の薬剤の存在下で形成され得ると考えられ
る。
【００７７】
　重合したグアニジン含有リガンドのネットワークは、金属ケイ酸塩、珪藻土、又はパー
ライト粒子の表面上のコーティングを形成することができる。一部の実施形態においては
、金属ケイ酸塩、珪藻土、又はパーライト粒子の表面上への窒素含有グアニジン基の付与
を増加させる手段として、（例えば、重合したグアニジン含有リガンド内に少なくとも１
つのＳｉ－Ｏ－Ｓｉ基を有する）重合したグアニジン含有リガンドにより官能化された粒
子を得ることが望ましい場合がある。少なくともこれらの種類の重合では、金属ケイ酸塩
又はパーライト粒子の表面上への窒素含有グアニジン基の付与により、表面窒素含有量は
、例えば、Ｘ線光電子分光法により測定可能な場合に、１～１０原子パーセントの水準に
達し得ると考えられる。
【００７８】
　本開示のグアニジン官能化粒子は、金属ケイ酸塩粒子、珪藻土粒子、及びパーライト粒
子を含む。有用な金属ケイ酸塩としては、マグネシウム、カルシウム、亜鉛、アルミニウ
ム、鉄、チタン、及び同様のもの（好ましくは、マグネシウム及びアルミニウム）、並び
にこれらの組み合わせなどの金属のケイ酸塩類が挙げられる。好ましくは、少なくとも部
分的に溶融した粒子の形態の非晶質金属ケイ酸塩である。特定の実施形態においては、非
晶質の、球状化された金属ケイ酸塩がより好ましく、また、非晶質の、球状化されたケイ
酸マグネシウムが更により好ましい。特定の実施形態においては、非晶質ケイ酸アルミニ
ウムがより好ましい。ケイ酸金属塩は既知であり、公知の方法によって化学的に合成する
か、又は天然に生じる未加工鉱石の採鉱及び処理によって入手することができる。ケイ酸
マグネシウム粒子などの、金属ケイ酸塩粒子は、所望の数のグアニジン含有リガンドを粒
子に共有結合することを可能にするために十分な表面ヒドロキシル基（典型的には、Ｓｉ
－ＯＨ基）を有する。有用なパーライトとしては、Ｄｉｃａｐｅｒｌ　Ｍｉｎｅｒａｌｓ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｒａｗｆｏｒｄｓｖｉｌｌｅ，ＩＮ）からの４１０６、４
１５６、及び４７６グレード材料が挙げられる。有用な珪藻土粒子は天然源から得ること
ができ、Ａｌｆａ　Ａｅｓａｒ（Ａ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｍａｔｔｈｅｙ　Ｃｏｍｐａｎｙ
，Ｗａｒｄ　Ｈｉｌｌ，ＭＡ）から市販されている。
【００７９】
　本開示の不織布物品において使用されるグアニジン官能化金属ケイ酸塩、珪藻土、又は
パーライト粒子は、本質的に、繊維とブレンドして本開示の不織布物品を形成することに
適した、任意の粒子形態（好ましくは、比較的乾燥しているか、又は揮発性成分を含まな
い形態）で使用することができる。好ましくは、グアニジン官能化粒子は、粉末の形態で
使用される。有用な粉末としては、マイクロ粒子（好ましくは、約１マイクロメートル（
より好ましくは、約２マイクロメートル、更により好ましくは、約３マイクロメートル、
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最も好ましくは、約４マイクロメートル）～約１００マイクロメートル（より好ましくは
、約５０マイクロメートル、更により好ましくは、約２５マイクロメートル、最も好まし
くは、約１５又は２０マイクロメートルの範囲内の粒径を有するマイクロ粒子。ここで、
任意の下限を、以上において言及されたとおりの、範囲の任意の上限と対にすることがで
きる）を含むものが挙げられる。
【００８０】
　ＸＰＳは、固体表面上に存在する元素濃度及び化学（酸化状態及び／又は官能基）濃度
に関する情報を提供することが可能な技術である。ＸＰＳは、典型的には、試験片表面上
の最も外側の３～１０ナノメートル（ｎｍ）の分析を提供する。ＸＰＳは、水素及びヘリ
ウムを除き、周期表中の全ての元素に対して感度がよく、ほとんどの種について０．１～
１原子パーセントの濃度範囲の検出限界を有する。一部の場合、例えばＣＭ－１１１粒子
の場合は、ＸＰＳの好ましい表面組成評価条件には、受光立体角±１０度で試料表面に対
して測定される取り出し角度９０度が含まれ得る。当業者であれば、本開示の粒子の分析
のために好適な機器のセッティングを選択できる。
【００８１】
　本開示の実施形態では、グアニジン官能化金属ケイ酸塩粒子は、ＸＰＳで測定した際に
、表面窒素含有量が１原子パーセント～２０原子パーセントである。特定の実施形態にお
いては、グアニジン官能化ケイ酸金属塩粒子は、ＸＰＳで測定した際の表面窒素含有量が
、少なくとも１原子パーセント、少なくとも２、少なくとも３、少なくとも４、又は少な
くとも５原子パーセントである。特定の実施形態においては、グアニジン官能化ケイ酸金
属塩粒子は、ＸＰＳで測定した際の表面窒素含有量が、最大２０原子パーセント、最大１
５、最大１０、最大９、最大８、最大７、又は最大６原子パーセントである。ＸＰＳによ
って測定された際の、グアニジン官能化金属ケイ酸塩粒子の表面窒素含有量は、これらの
下限値と上限値との、これらの値を含む任意の組み合わせであり得る。当業者であれば、
特定の実施形態においては、所望の用途に応じて、これらの範囲内にてより高い又はより
低い表面窒素含有量を選択することが好ましい場合があることを理解するであろう。本開
示に係る使用に適したグアニジン官能化パーライト粒子としては、パーライトを含み、且
つＸＰＳによって決定された際に、２よりも大きく、且つ約１２以下である表面窒素含有
量を有する表面組成を有するものが挙げられる。本開示に係る使用に適したグアニジン官
能化珪藻土粒子としては、珪藻土を含み、且つ２よりも大きく、且つ約１２以下である表
面窒素含有量を有する表面組成を有するものが挙げられる。
【００８２】
　一部の実施形態においては、グアニジン官能化ケイ酸マグネシウム粒子が特に好ましい
。本開示に係る使用に適したグアニジン官能化ケイ酸マグネシウム粒子としては、非晶質
ケイ酸マグネシウムを含み、且つＸ線光電子分光法（「ＸＰＳ」、化学分析用電子分光法
（Electron Spectroscopy for Chemical Analysis、「ＥＳＣＡ」）としても知られる）
によって決定された際に、０．０１よりも大きく、且つ約０．５以下（好ましくは、約０
．４以下、より好ましくは、約０．３以下、最も好ましくは、約０．２以下）の金属原子
対ケイ素原子の比を有する表面組成を有するものが挙げられる。一部の実施形態において
は、グアニジン官能化ケイ酸アルミニウム粒子が特に好ましい。本開示に係る使用に適し
たグアニジン官能化ケイ酸アルミニウム粒子としては、非晶質ケイ酸アルミニウムを含み
、且つＸＰＳ（ＥＳＣＡとしても知られる）によって決定した際に、６．７よりも大きく
、且つ約１７．３以下の金属原子対ケイ素原子の比を有する表面組成を有するものが挙げ
られる。一部の実施形態では、特に好ましいのは、グアニジン官能化パーライト粒子であ
る。
【００８３】
　一実施形態では、濃縮剤粒子は、珪藻土の粒子、例えば、表面修飾珪藻土の粒子を含む
。珪藻土（別名キーゼルグール）は、海生微生物綱である珪藻の残存物から生じた、天然
のシリカ物質である。それゆえ、それは天然源から得ることができ、（例えば、Ａｌｆａ
　Ａｅｓａｒ，Ａ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｍａｔｔｈｅｙ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗａｒｄ　Ｈｉ



(18) JP 6883519 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

ｌｌ，ＭＡ又はＤｉｃａｐｅｒｌ　Ｍｉｎｅｒａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｃｒａ
ｗｆｏｒｄｓｖｉｌｌｅ，ＩＮから）市販もされている。珪藻土粒子は一般に、対称な立
方体、円筒形、球形、プレート状、矩形の箱形、及び同様の形態の、小さな開放網状構造
を含む。これらの粒子内の細孔構造は概して著しく一様であることができる。
【００８４】
　珪藻土は、原材料として、粉砕した材料として、又は精製及び所望により粉砕した粒子
として、本発明のプロセスの実施に使用することができる。好ましくは珪藻土は、直径約
１マイクロメートル～約５０マイクロメートル（より好ましくは約３マイクロメートル～
約１０マイクロメートル）の範囲にある寸法の粉砕粒子形状である。珪藻土は、任意選択
的に、有機残渣のあらゆる痕跡を除去するために、使用前に熱処理することができる。加
熱処理を使用する場合は、高温になるほど好ましくない結晶シリカが高比率で生じ得るた
め、加熱処理は５００℃以下で行うことが望ましい。
【００８５】
　表面修飾珪藻土は、その表面の少なくとも一部分上に、二酸化チタン、酸化第二鉄、微
細ナノスケール金若しくは白金、又はこれらの組み合わせを含む表面処理剤を有する珪藻
土を含む。有用な表面修飾剤としては、微細ナノスケール金、微細ナノスケール白金、少
なくとも１種類の金属酸化物（好ましくは、二酸化チタン、酸化第二鉄、若しくはこれら
の組み合わせ）と組み合わせた微細ナノスケール金、二酸化チタン、少なくとも１種類の
他の（即ち、二酸化チタン以外の）金属酸化物と組み合わせた二酸化チタン、及び同様の
もの、並びにこれらの組み合わせが挙げられる。好ましい表面修飾剤としては、微細ナノ
スケール金、微細ナノスケール白金、少なくとも酸化第二鉄若しくは二酸化チタンと組み
合わせた微細ナノスケール金、二酸化チタン、少なくとも酸化第二鉄と組み合わせた二酸
化チタン、並びにこれらの組み合わせが挙げられる。表面修飾珪藻土は、例えば、本願と
同一譲受人に譲渡された国際公開第２００９／０４６１９１号（Ｋｓｈｉｒｓａｇａｒら
）に開示されている方法に従って作製することができる。
【００８６】
　一実施形態では、濃縮剤粒子はγ－ＦｅＯ（ＯＨ）（鱗鉄鉱としても知られている）の
粒子を含む。このような濃縮剤粒子の具体例が、本願と同一譲受人に譲渡された国際公開
第２００９／０４６１８３号（Ｋｓｈｉｒｓａｇａｒら）に開示されている。γ－ＦｅＯ
（ＯＨ）粒子は、人間の細菌感染において重大な懸念となり得る、グラム陰性細菌を捕捉
するうえで他の鉄含有濃縮剤粒子よりも驚くほど効果的であることが見出されている。
【００８７】
　γ－ＦｅＯ（ＯＨ）は既知のものであり、公知の方法によって（例えば、米国特許第４
，７２９，８４６号（Ｍａｔｓｕｉら）（この記載内容は本明細書において参照により組
み込まれている）において磁気テープ製造を目的として記載されているように、中性又は
弱酸性ｐＨにおける水酸化第一鉄の酸化によって）化学的に合成することができる。γ－
ＦｅＯ（ＯＨ）は（例えば、Ａｌｆａ　Ａｅｓａｒ，Ａ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｍａｔｔｈｅ
ｙ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗａｒｄ　Ｈｉｌｌ，Ｍａｓｓ．、及びＳｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃ
ｈ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，Ｍｏ．から）市販もされている。
【００８８】
　一実施形態では、濃縮剤粒子はシリカの粒子を含む。濃縮剤シリカ粒子の具体例は、Ｐ
ｏｌｙＳｃｉｅｎｃｅｓ，Ｉｎｃ．，（Ｗａｒｒｉｎｇｔｏｎ，ＰＡ）から市販されてい
る約２．５ミクロンの平均直径を有する二酸化ケイ素マイクロスフェアである。
【００８９】
　一実施形態では、濃縮剤粒子は金属炭酸塩の粒子を含む。濃縮剤金属炭酸塩粒子の具体
例は、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ，（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）から市販されている２
．５～１０ミクロンの直径範囲を有する炭酸カルシウム粒子などの、炭酸カルシウムであ
る。
【００９０】
　一実施形態では、濃縮剤粒子は金属リン酸塩の粒子を含む。濃縮剤金属リン酸塩粒子の
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具体例は、ヒドロキシアパタイト、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ、（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，
ＭＯ）から市販されている２～８ミクロンの粒子サイズを有するこのようなタイプ１ヒド
ロキシアパタイト粒子である。
【００９１】
　１つの特定の方法では、不織布物品は、湿式積層又は「湿式載置」プロセスを使用して
調製される。このプロセスでは、（ａ）複数の繊維、（ｂ）複数の濃縮剤粒子、（ｃ）任
意のポリマーバインダー繊維、（ｄ）並びに水、水混和性の有機溶剤、若しくはこれらの
混合物などの分散用液を含有する分散系が形成される。繊維及び濃縮剤粒子は分散用液中
でともに分散させることができる。幾つかの実施形態において、繊維（例えば、疎水性繊
維）は、添加剤、表面処理剤、又は化学基を有し、分散用液中での繊維の分散を容易にす
る。例えば、ポリオレフィン系繊維は、無水マレイン酸若しくは無水コハク酸官能基を有
することができるか、又はポリエチレン系繊維を調製するための溶解プロセス中に、好適
な界面活性剤を添加することができる。
【００９２】
　湿式載置プロセスは追加的に脱水を含み、それに続き、脱水を仕上げ、任意選択的に、
繊維の一部を一体に結合するための加熱を含む。
【００９３】
　１種類以上の補助剤又は添加剤が、この種の不織布物品を調製する際に使用され得る。
有用な補助剤としては、加工助剤、結果として得られる不織布物品の全体的性能を向上さ
せることができる材料、及び同様のものが挙げられる。使用される際には、このような補
助剤の量は、例えば、不織布物品（例えば、繊維及び濃縮剤粒子）の総乾燥重量に基づい
て、最大５重量パーセント、最大４重量パーセント、最大３重量パーセント、最大１重量
パーセント、又は最大０．５重量パーセントの量で存在することができる。不織布物品中
に含まれ得る濃縮剤粒子の量を最大限にするために、補助剤の総量は、典型的には、可能
な限り少量に抑えられるように選択される。
【００９４】
　もう１つの特定の湿式載置プロセスでは、分散用液（例えば、水、水混和性の有機溶剤
、例えばアルコール、又はこれらの混合物）の存在下で繊維（例えば、短繊維）が容器内
でブレンドされて、スラリーを形成することができる。スラリーが形成された後、濃縮剤
粒子、及び任意選択的な沈降剤（例えば、ミョウバンなどのｐＨ調整剤）がスラリーに添
加され得る。
【００９５】
　湿式載置プロセスが、当技術分野において既知のハンドシート法（hand－sheet method
）を用いて実行される場合、構成成分（即ち、繊維、及び濃縮剤粒子）を分散系に添加す
る順序が濃縮デバイスの最終的な性能に重大な影響を及ぼすことは見出されなかった。形
成後、分散混合物は、型に注がれてもよく、この型の底部はスクリーンで被覆されてもよ
い。分散用液は、（濡れたシートの形態の）混合物からスクリーンを通して排水させるこ
とができる。十分な液体が流出した後に、通常、この濡れたシートを成形型から取り外し
て、加圧、加熱、又はこの２つの組み合わせにより乾燥させることができる。一般的に、
圧力は、約３００～約６００ｋＰａの範囲内である。濡れたシートを乾燥させるために、
９０℃～２００℃の範囲内、１００℃～１７５℃範囲内、１００℃～１５０℃の範囲内、
又は９０℃～１２０℃の範囲内の温度を用いることができる。乾燥によって、多くの場合
、全ての又は大部分の分散用液（例えば、分散液を形成するために加えられた分散液の量
に基づいて最大８５重量％、最大９０重量％、最大９５重量％、最大９８重量％、又は最
大９９重量％の分散用液）が除去される。
【００９６】
　結果として得られる不織布物品は、少なくとも０．１ミリメートル、少なくとも０．２
ミリメートル、少なくとも０．５ミリメートル、少なくとも０．８ミリメートル、少なく
とも１ミリメートル、少なくとも２ミリメートル、少なくとも４ミリメートル、又は少な
くとも５ミリメートルの平均厚さを有する乾燥シートである。平均厚さは、多くの場合、
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最大２０ミリメートル、最大１５ミリメートル、最大１２ミリメートル、又は最大１０ミ
リメートルである。所望される場合、カレンダー加工を用いることにより、乾燥シートの
加圧又は溶着を更に行うことが可能である。
【００９７】
　不織布物品において、濃縮剤粒子は、利用される繊維の性質に応じて、化学的相互作用
（例えば、化学結合）又は物理的相互作用（例えば、吸着若しくは機械的閉じ込め）のい
ずれかにより、繊維性多孔質マトリックス内に閉じ込めることができる。濃縮剤粒子は多
くの場合、好ましくは、例えば、繊維性多孔質マトリックスの各表面、及び深さ全体を含
む、不織布物品内の繊維性多孔質マトリックス全体にわたって本質的に一様に分散する。
【００９８】
　概して、乾燥不織布物品の平均細孔径は、走査電子顕微鏡（scanningelectron microsc
opy、ＳＥＭ）で測定した場合、０．１～１０マイクロメートルの範囲内であり得る。２
０～８０体積パーセントの範囲内又は４０～６０体積パーセントの範囲内の空隙容量が有
用であり得る。乾燥不織布物品の多孔性は、繊維混合物中に直径又は剛性がより大きい繊
維を使用することによって変更する（増加させる）ことができる。不織布物品（シート材
料の形態のもの）の坪量は、約１００～約３５０グラム／平方メートル（ｇ／ｍ２）の範
囲内、好ましくは、約２５０ｇ／ｍ２などの、約２００～約３００ｇ／ｍ２の範囲内であ
ることができる。
【００９９】
　特定の実施形態では、接触させることは、試料送出システムを用いて流体試料を不織布
物品に通過させることを含む。１つの好適な試料送出システムは、第１のリザーバを含む
自立型容器、及び自立型容器の第１のリザーバ内に収容される寸法に作られ、第２のリザ
ーバを含む変形可能な自己支持型受器を備える。自立型容器は、変形可能な自己支持型受
器よりも剛性が高く、自立型容器は、内部に形成された開口部を含む底部を含み、開口部
を通して、変形可能な自己支持型受器がアクセスされることが可能である。したがって、
流体試料は、自立型容器内の開口部を介して、変形可能な自己支持型受器に外圧を印加し
、流体試料を不織布物品に通過させることによって、不織布物品を通過させられる。試料
送出システムについては、以下において詳述される。
【０１００】
　第２の態様では、流体試料を不織布物品と接触させるためのデバイスが提供される。デ
バイスは、試料容器と、フィルタホルダと、不織布物品と、フィルタホルダを受器と接合
させるように構成された第１のアダプタとを含む。図７Ａを参照すると、例示的なフィル
タホルダ１４の斜視概略図が示されている。フィルタホルダ１４は、試料送出システムと
接合させるように構成されている。図７Ｂを参照すると、第１のアダプタ１８が、フィル
タホルダ１４を受器（図示されていない）と接合させるように構成されている。特定の実
施形態では、第１のアダプタ１８は、不織布物品１６が載置される棚部１９を有する中空
の形状（例えば、中空円筒）を含む。図７Ｃを参照すると、フィルタホルダ１４の内部に
配置された第１のアダプタ１８、及び第１のアダプタ１８の棚部１９上に配置された不織
布物品１６を含む、フィルタホルダ１４の斜視概略図が示されている。図７Ｄを参照する
と、例示的な試料調製システム１００の斜視概略図が示されている。試料調製システム１
００は、容器１０２、ライナー１０４、蓋１０６、及びカラー１０８を含む。蓋１０６は
、蓋１０６の中心から延出するポート１３２を含む。試料調製システムは以下において図
６に関して詳細に説明される。次に図７Ｅを参照すると、図７Ｄの試料調製システム１０
０を含む、例示的なデバイス１０の側面図概略が示されている。デバイス１０は、蓋１０
６のポート１３２上に配置された図７Ｃのフィルタホルダ１４と、不織布物品１６と、第
１のアダプタ１８とを更に備える。本実施形態では、蓋１０６は、フィルタホルダ１４と
協働してフィルタホルダ１４を蓋１０６上の所定位置に固定する複数の突出部１１６を更
に含む。
【０１０１】
　フィルタホルダが別個の部品である必要はなく、逆に、それは蓋と一体になっているこ
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とができるであろう。例えば、フィルタホルダ及び蓋は、ポートを必要とすることなく、
１つの部品として成形することができるであろう。このような場合には、フィルタホルダ
は、濾過前に除去することが必要になるであろう汚染を防止するためのキャップを有する
ことができるであろう。このときには、蓋を取り外すことができ、不織布物品を蓋の上部
から押すことができるであろう。不織布物品はその取り出しの間にくしゃくしゃになる。
【０１０２】
　第３の態様では、流体試料を不織布物品と接触させるための別のデバイスが提供される
。デバイスは、試料容器と、受器と接合させるように構成されたフィルタホルダと、不織
布物品とを含む。第２及び第３の態様の各々のための不織布物品は、繊維性多孔質マトリ
ックス、及び繊維性多孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。典型
的には、フィルタホルダは、受器と接合するように構成された外部棚部を含む。特定の実
施形態では、フィルタホルダは、不織布物品を保持するように構成された内部棚部を含む
。
【０１０３】
　図１Ａ～図１Ｅを参照すると、流体試料を不織布物品と接触させるための、本開示に係
る例示的なデバイス１０が示されている。デバイス１０は、試料容器１２と、フィルタホ
ルダ１４と、繊維性多孔質マトリックス１５、及び繊維性多孔質マトリックス１５内に捕
らえられた複数の濃縮剤粒子１７を含む不織布物品１６とを備える。図１Ｄはフィルタホ
ルダ１４の底部平面概略図を示す。同図には、外部棚部１１が示されている。フィルタホ
ルダ１４の外部棚部１１は、受器（図示されていない）と接合するように構成されている
。フィルタホルダ１４は、不織布物品１６を保持するように構成された内部棚部１３を更
に備える。図１Ｂは、内部棚部１３に隣接して配置された不織布物品１６を含むフィルタ
ホルダ１４の断面概略図を提供する。それゆえ、試料容器１２はフィルタホルダ１４から
取り外すことができ、不織布物品１６は、受器内に押し込むなど、フィルタホルダ１４の
内部から容易に取り出すことができる。外部棚部１１などの、受器と接合させるように構
成されたフィルタホルダ１４を有することで、フィルタホルダ１４から受器への不織布物
品１６の移し替えが簡単になる。図１Ｅは、フィルタホルダ１４に取り付けられた（即ち
、フィルタホルダ上に螺合させられた）試料容器１２を含む、組み立てられたデバイスを
示し、不織布物品１６がフィルタホルダ１４内に配置されている。当業者は、デバイスの
２つ以上の構成要素を組み立て、分解するために、他の取り付け方法（例えば、プレス嵌
め嵌合、スナップ嵌め嵌合、クランプ嵌合等）が採用されてもよいことを理解するであろ
う。
【０１０４】
　上述されたように、フィルタホルダが別個の部品である必要はなく、逆に、それは試料
容器と一体になっていることができるであろう。このときには、試料容器を取り外すこと
ができ、不織布物品を試料容器の内部から押すことができるであろう。不織布物品はその
取り出しの間にくしゃくしゃになる。
【０１０５】
　図２Ａ～図２Ｅを参照すると、流体試料を不織布物品と接触させるための、本開示に係
る別の例示的なデバイス１０が示されている。デバイス１０は、試料容器１２と、受器（
図示されていない）と接合させるように構成されたフィルタホルダ１４と、繊維性多孔質
マトリックス１５、及び繊維性多孔質マトリックス１５内に捕らえられた複数の濃縮剤粒
子１７を含む不織布物品１６と、第２のアダプタ２２とを備える。フィルタホルダ１４は
、図１Ａ～図１Ｅに関して上述されたように構成されている。図２Ｂは第２のアダプタ２
２を示す。特定の実施形態では、第２のアダプタ２２は、デバイスを真空源に結合するよ
うに構成されている。図２Ｃは、第２のアダプタ２２に取り付けられた（即ち、アダプタ
上に螺合させられた）フィルタホルダ１４を示す。図２Ｄは、フィルタホルダ１４に取り
付けられた容器１２であって、フィルタホルダ１４が今度は第２のアダプタ２２に取り付
けられている、容器１２の側面図概略を示す。（フィルタホルダ１４の内部に配置された
不織布物品は図示されていない。）図２Ｅを参照すると、第２のアダプタ２２は、デバイ
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ス１０を真空フラスコ（図示されていない）に取り付けるように構成されたストッパ２３
内に挿入される。
【０１０６】
　図３Ａ～図３Ｅを参照すると、流体試料を不織布物品と接触させるための、本開示に係
る更なる例示的なデバイス１０が示されている。デバイス１０は、試料容器１２と、受器
（図示されていない）と接合させるように構成されたフィルタホルダ１４と、繊維性多孔
質マトリックス１５、及び繊維性多孔質マトリックス１５内に捕らえられた複数の濃縮剤
粒子１７を含む不織布物品１６と、第２のアダプタ２２とを備える。フィルタホルダ１４
は、図１Ａ～図１Ｅに関して上述されたように構成されている。図３Ｂは第２のアダプタ
２２を示す。特定の実施形態では、第２のアダプタ２２は、サイドアームを通してデバイ
スを真空源に連結するように構成されている。図３Ｃは、第２のアダプタ２２に取り付け
られた（即ち、アダプタ上に螺合させられた）フィルタホルダ１４を示す。図３Ｄは、フ
ィルタホルダ１４に取り付けられた容器１２であって、フィルタホルダ１４が今度は第２
のアダプタ２２に取り付けられている、容器１２の側面図概略を示す（フィルタホルダ１
４の内部に配置された第１の不織布物品は図示されていない。）。図３Ｅを参照すると、
第２のアダプタ２２はデバイス１０を流体試料収集容器２１に取り付ける。それゆえ、一
実施形態では、流体試料は、流体試料を試料容器内に入れ、第２のアダプタを通して真空
を引き、不織布物品を通過した流体試料を収集容器内に収集することによって、不織布物
品と接触させられる。
【０１０７】
　図４Ａを参照すると、回転ポンプ２４を更に備える、図３Ｄのデバイス１０の側面図概
略が示されている。本実施形態では、回転ポンプ２４は第２のアダプタ２２に取り付けら
れている。しかし、代替実施形態では、回転ポンプは代わりにフィルタホルダ１４に取り
付けられていてもよい。図４Ｂを参照すると、回転ポンプ２４に取り付けられた動力ドリ
ル２５を更に備える、図４Ａのデバイスの上面図概略が示されている。動力ドリル２５は
、特に、デバイスを野外で使用し、典型的な研究室シンクの真空フラスコが利用可能でな
いときに、真空を作り出すために用いられ得る便利なツールの一例である。
【０１０８】
　図５を参照すると、流体試料を不織布物品と接触させるための、本開示に係る更に別の
デバイス１０の側面図概略が示されている。デバイス１０は、試料容器１２と、受器（図
示されていない）と接合させるように構成されたフィルタホルダ１４と、不織布物品（図
示されていない）と、第２のアダプタ２２と、シリンジ２８とを備える。フィルタホルダ
１４はシリンジ２８と試料容器１２との間に配置されており、管２９を介して接続されて
いる。本実施形態では、フィルタホルダ１４は第２のアダプタ２２によってシリンジ２８
に取り付けられている。シリンジ２８を含むことで、単純に、シリンジ２８のプランジャ
２７を引き、陰圧によって流体試料を強制的に不織布物品に通過させることによって、流
体試料を不織布物品と迅速に接触させるための便利な仕方が提供される。代替的に、シリ
ンジ２８は、第２のアダプタ２２を用いることなく、フィルタホルダ１４に直接接続され
ることが可能であろう。
【０１０９】
　試料容器１２は、限定するものではないが、ポリマー材料類、金属類、セラミックス、
ガラス類、及びこれらの組み合わせを含む種々の材料で形成することができる。好適なポ
リマー材料の例としては、例えば、限定するものではないが、ポリオレフィン類（例えば
、ポリエチレン、ポリプロピレン、これらの組み合わせ等）、ポリカーボネート、アクリ
ル樹脂類、ポリスチレン、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリプロピレン、自立型及
び／若しくは自己支持型容器を形成することができるその他の好適なポリマー材料、又は
これらの組み合わせが挙げられる。容器１２は半透明（若しくは更には透明）、又は不透
明であることができ、分析されるべき供給源の種類、量、及びサイズに応じて、任意の好
適なサイズであることができる。例えば、一部の実施形態では、容器１２は、最大５０ｍ
Ｌ、１００ｍＬ、２５０ｍＬ、３００ｍＬ、５００ｍＬ、７５０ｍＬ、又は更には、最大
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１Ｌの容量を有することができる。
【０１１０】
　好適な受器、例えば、少なくとも１種類の試薬を内包する受器の非限定例としては、３
Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ．）から入手可能な３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－
ＴＲＡＣＥ　Ｓｕｒｆａｃｅ　ＡＴＰ　Ｓｗａｂ、Ｈｙｇｉｅｎａ（Ｃａｍａｒｉｌｌｏ
，Ｃａｌｉｆ．）から入手可能なＡＱＵＡＳＮＡＰ　ＡＴＰ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｅｓｔ、Ｎ
ｅｏｇｅｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｌａｎｓｉｎｇ，Ｍｉｃｈ．）から入手可能なＡ
ＣＣＵＰＯＩＮＴ　２　ＡＴＰ　Ｓａｎｉｔａｔｉｏｎ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ、及びＨｙｇｉｅｎａから入手可能なＰＲＯ－ＣＬＥＡＮ　Ｒａｐｉｄ　Ｐｒｏｔ
ｅｉｎ　Ｒｅｓｉｄｕｅ　Ｔｅｓｔが挙げられる。
【０１１１】
　代替実施形態では、試料容器がシリンジを備えるデバイスが提供される。シリンジを試
料容器として用いることで、単純に、シリンジのプランジャを押し、正圧によって流体試
料を強制的に不織布物品に通過させることによって、流体試料を不織布物品と迅速に接触
させるための便利な仕方が可能になる。
【０１１２】
　デバイスの任意の実施形態では、大量の流体試料が、不織布物品を通過する代わりに、
不織布物品の周囲を通る能力を最小限に抑えるために、不織布物品の上又は下にガスケッ
トが配置される。好適なガスケットとしては、例えば、ＭｃＭａｓｔｅｒ－Ｃａｒｒ（Ｅ
ｌｍｈｕｒｓｔ，ＩＬ）から市販されている厚さ１／１６インチ又は１／８インチのフォ
ーム（例えば、部品番号１０５９Ｎ３６６）などの、高温弾性シリコーンフォームから作
製されたものなどの、不織布物品の外周に嵌合するサイズに作られたゴムガスケットが挙
げられる。
【０１１３】
　有利に、標的微生物及び／又は標的細胞検体を濃縮するために、比較的大量の流体試料
が任意選択的に不織布物品に通過させられ、容器は、少なくとも５０ｍＬ、又は少なくと
も１００ｍＬ、又は少なくとも１５０ｍＬ、又は少なくとも３００ｍＬ、又は少なくとも
５００ｍＬ、又は最大１リットルの容積を備える。
【０１１４】
　図６は、本開示の一実施形態に係る試料送出システム１００を示す。図６に示されるよ
うに、試料送出システム１００は、容器１０２、ライナー１０４、蓋１０６、カラー１０
８、及びカバー１０９を含む。一部の実施形態では、試料送出システム１００の構成要素
の１つ以上は、蒸気、ガンマ線放射、エチレンオキシド、過酸化水素、過酢酸、ヒドロア
ルコール性溶液、漂白剤、及びこれらの組み合わせなどの滅菌及び消毒手順によって滅菌
済みであるか又は減菌可能である。試料送出システム１００のものと同様の特徴を有する
システムが、ＰＣＴ公開第ＷＯ９８／３２５３９号、米国特許第６，５３６，６８７号及
び同第６，５８８，６８１号、ＰＣＴ公開第２００４／０６０５７４号、ＰＣＴ公開第２
００４／０６０５７５号、米国公開第２００４／０１６４１８２号、ＰＣＴ公開第２００
４／０９４０７２号、ＰＣＴ公開第ＷＯ２００７／０７９１４３号、ＰＣＴ公開第ＷＯ２
００７／０７９１８８号、並びにＰＣＴ公開第ＷＯ２００９／０６７４９８号に記載され
ている。
【０１１５】
　容器１０２は自立型及び／又は自己支持型であり、底部１２７及び側壁１２９を含む。
用語「自立型」は、一般に、倒壊又は変形することなく、かつ別の物体によって支えられ
ることなく、それ自身で立つことができる物体を指すために使用される。用語「自己支持
型」は、一般に、それ自身の重量下で倒壊又は変形することのない物体を指すために使用
される。例えば、袋は、典型的には、それ自身の重量下でその形状を維持せず、むしろ倒
壊又は変形する点から、「自己支持型」ではない。自己支持型の物体は、必ずしも自立型
ではない。
【０１１６】
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　容器１０２は、上述された試料容器と同じ材料で形成し、同じサイズのうちの任意のも
のとすることができる。
【０１１７】
　一部の実施形態では、図６に示されるように、試料送出システム１００は、容器１０２
内に収容される形状及び寸法に作られたライナー１０４を含む。ライナー１０４は、使い
捨て（例えば、１回限り使用するように作製された）であってもよく、実質的な汚染のリ
スクがなく、かつ使用の間で大規模な洗浄を必要とすることなく、容器１０２を再使用で
きる。
【０１１８】
　図６に示されるように、容器１０２は第１のリザーバ１２０を画定し、ライナー１０４
は第２のリザーバ１２２を画定する。ライナー１０４は、容器１０２の第１のリザーバ１
２０の中に収容できるような形状及び寸法である。一部の実施形態では、第１のリザーバ
１２０に流体試料１１４を加えることができる。流体試料１１４は、試料マトリックス１
１３並びに少なくとも１種類の微生物株及び／若しくは細胞検体１１２を含む。一部の実
施形態では、図６に示されるように、流体試料１１４が第２のリザーバ１２２内に位置付
けられ、ライナー１０４が第１のリザーバ１２０内に位置付けられる。一部の実施形態で
は、ライナー１０４は自立型及び／又は自己支持型であり、そのいずれでも、ライナー１
０４を容器１０２内に位置付ける前に、ライナー１０４がつぶれるか、又はゆがむことな
く、流体試料１１４がライナー１０４内に充填されることを可能にすることができる。
【０１１９】
　特定の実施形態では、ライナー１０４は、自己支持型及び／又は自立型でありながら変
形可能でもある。用語「変形可能」は、圧力（例えば、正圧又は陰圧）又は応力によって
、元の形状又は状態から変更することができる構造を指すために使用される。変形可能な
ライナー１０４を採用する実施形態では、ライナー１０４に圧力を適用し、元の寸法（即
ち、応力がない状態）からそのサイズを減じることができる。このような圧力は、ライナ
ー１０４からの流体試料１１４（又はその濾液）の除去を促進するために用いることがで
きる。このような実施形態では、ライナー１０４は、流体試料１１４を内包することがで
きる、変形可能な自己支持型受器の役目を果たすことができる。一部の実施形態では、変
形可能な自己支持型受器は、自立型でもある。
【０１２０】
　図６に示される実施形態では、容器１０２は、その底部１２７内に形成された開口部１
２４を含み、ユーザは、かかる開口部を通してライナー１０４にアクセスし、ライナー１
０４に圧力を印加してそれを変形させることができる。かかる圧力は、手で直接適用する
、又は追加装置によって適用することができ、手動プロセスであっても自動プロセスであ
ってもよい。
【０１２１】
　一部の実施形態では、ライナー１０４は、ライナー１０４の長手軸と平行な方向に底部
１２６に圧力が適用される際（例えば、容器１０２の開口部１２４を介して）、ライナー
１０４が長手方向（例えば、底部１２６というよりは、側壁１２８の倒壊の効力により）
に変形するように、比較的硬質な底部１２６及び比較的薄くかつ変形可能な側壁１２８を
含む。あるいは、又は更に、底部１２６を側壁１２８よりも厚くすることができる。
【０１２２】
　特定の実施形態では、蓋１０６は、ライナー１０４に取り外し可能に連結され、カラー
１０８は、蓋１０６を容器１０２に更にきつく固定するために採用される。例えば、図６
では、容器１０２は、側壁１２９の外側表面の上端に、容器１０２の上端にネジで締めら
れるカラー１０８（容器１０２上のネジ山１３１と嵌合できる内部ネジ山１３３を有する
）のための形状及び寸法のネジ山１３１を含む。蓋１０６を容器１０２に固定するために
カラー１０８を使用する代わりとして、クランプ、及び／又はその他の連結手段のうちの
任意のものを含む、その他の連結手段を採用することができる。それぞれの構成要素が取
り外し可能に互いに連結できるようにするために、重力（例えば、１つの構成要素を別の
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構成要素、又はその嵌め合い部分の上に設置することができる）、ネジ山、プレス嵌め嵌
合、スナップ嵌め嵌合、磁石、接着剤、熱融着、その他の好適な取り外し可能な連結手段
、及びこれらの組み合わせを含むが、これらに限定されない様々な連結手段を、蓋１０６
とライナー１０４との間、蓋１０６と容器１０２との間、及び／又はカラー１０８と容器
１０２との間のいずれかに採用することができる。
【０１２３】
　一部の実施形態では、流体試料１１４を加えた後に試料送出システム１００を再び開け
る必要がなく、そのため、容器１０２、ライナー１０４、蓋１０６、及びカラー１０８を
取り外し可能に互いに連結する必要がなく、むしろ恒久的に、又は半恒久的に互いに連結
することができる。
【０１２４】
　図６に示されるように、蓋１０６は、フィルタ１３４に連結することができるポート１
３２、ライナー１０４内に収容される寸法である円筒形部分１３６、及び円筒形部分１３
６からポート１３２に延在するほぼ円錐形の（例えば、円錐台形）部分１３８を更に含む
。円筒形部分１３６と円錐形部分１３８との間の接合部では、蓋１０６は、円筒形部分１
３６及び円錐形部分１３８から放射状に外側に向かって延在するへり１４０を更に含む。
【０１２５】
　一部の実施形態では、フィルタ１３４は、蓋１０６に直接連結される。一部の実施形態
では、図６に示されるように、フィルタ１３４は、フレーム１３５によって支持し、フレ
ーム１３５を介して蓋１０６に連結することができる。フレーム１３５は、フィルタ１３
４の一部分を形成することができ、フレーム１３５は、蓋１０６の一部分であってもよく
、又はフレーム１３５は、フィルタ１３４及び蓋１０６の両方に連結される別個の要素で
あってもよい。フレーム１３５は、様々なポリマー類、金属類、セラミックス、ガラス類
、及びこれらの組み合わせを含むが、これらに限定されない、様々な材料から形成するこ
とができる。
【０１２６】
　図６に示されるように、カラー１０８は、内側に張り出すへり１５６を含み、それによ
り、カラー１０８が容器１０２に連結される際に、カラー１０８のへり１５６は蓋１０６
のへり１４０をライナー１０４のへり１４６に押しつけ、ライナー１０４のへり１４６は
（例えば、より高い一体性密封を形成するように）容器１０２の上面１４６に押しつけら
れる。試料送出システム１００を組み立てるため、及び試料送出システム１００の構成要
素間の密封を形成するための上述の手段は、例としてのみ記載され、図示されている。し
かし、当業者は、試料送出システム１００の構成要素を組み立てるため、及び試料送出シ
ステム１００を通常の作業条件下で漏出させないよう、密封（例えば、液密の密封、気密
密封、又はこれらの組み合わせ）を形成するための様々なその他の機構を採用できること
を理解するであろう。
【０１２７】
　蓋１０６は、以上において試料容器１２に関して列記した材料を含む、様々な材料で形
成することができる。蓋１０６は、使用用途により、半透明（又は更には透明）、又は不
透明にすることができる。
【０１２８】
　カラー１０８は、様々な高分子材料、金属材料、及びこれらの組み合わせを含むが、こ
れらに限定されない、様々な材料から形成することができる。例えば、カラー１０８は、
成形プラスチック構成要素、又は機械加工金属（アルミニウム等）構成要素から形成する
ことができる。一部の実施形態では、カラー１０８は、ガラス繊維強化ポリプロピレンを
含む成形プラスチック構成要素から形成される。
【０１２９】
　図６に示されるように、蓋１０６のポート１３２はほぼ円筒形で管状の形状であり、そ
れにより、ポート１３２は蓋１０６の内側表面の部分１５２、及び蓋１０６の開口部１５
４を画定する。蓋１０６は中空であり、試料送出システム１００が組み立てられると、第



(26) JP 6883519 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

２のリザーバ１２２と流体連通するようになる。ポート１３２は円筒形である必要はなく
、代わりに、所定の用途に必要な任意の形状を呈することができる。図６に示される実施
形態では、フィルタ１３４は、フィルタ１３４が蓋の開口部１５４並びに第２のリザーバ
１２２と流体連通するように、ポート１３２に連結される（即ち、フレーム１３５を介し
て連結される）。
【０１３０】
　図６に示される実施形態では、カバー１０９は、ポート１３２の少なくとも一部分を収
容する形状及び寸法である。その結果、カバー１０９を蓋１０６のポート１３２に連結し
て、蓋１０６の開口部１５４を閉じ、試料送出システム１００を環境から密封（例えば、
気密密封）することができる。カバー１０９は、任意の好適な連結手段用いて蓋１０６に
連結することができる。カバー１０９は、蓋１０６と一体化して形成してもよいか（例え
ば、押し上げ式スナップ式カバー）、又はカバー１０９は、蓋１０６と分離していてもよ
い（例えば、ネジ式カバー）。カバー１０９は、容器１０２又はカラー１０８に関して上
記に列記した材料を含む、様々な材料から形成することができる。
【０１３１】
　フィルタ１３４は、流体試料１１４を十分に濾過するための任意の幾何学的形状のもの
であることができる。一部の実施形態では、フィルタ１３４は、変形可能であり、かつ／
又は折り畳み可能（即ち、フィルタ１３４がそれ自身の重量下で折り重なるように）であ
る。一部の実施形態では、フィルタ１３４は硬質であり、その形状を保持する（即ち、そ
れ自身の重量下で折り重ならない）。試料送出システム１００内で使用されるフィルタ１
３４のサイズ及び数、並びにその多孔度は、試料マトリックス１１３中の所望の検体（単
数又は複数）及び不溶物に応じて、変化してもよい。
【０１３２】
　単なる一例として、一部の実施形態では、流体試料１１４は溶解した細菌細胞培養物を
含み、所望の検体は、ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、ＡＴＰ、又は代謝産物のうちの１種
以上であり、不溶物は細胞残屑である。このような実施形態では、例えば、不織布物品に
よる後続の捕捉のために、所望のＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、ＡＴＰ、及び／又は代謝
産物がフィルタ１３４を通過できるようにする一方で、細胞残屑は保持及び／又は分離す
るように、フィルタ１３４を選択又は処理（例えば、抗体等の生体分子結合剤で誘導体化
）することができる。
【０１３３】
　フィルタ１３４は、流体試料１１４中の所望の検体（単数又は複数）（存在する場合）
がフィルタ１３４を通過できるようにする一方で、流体試料１１４からの粒子を保持する
ために十分な様々な細孔径を有することができる。一部の実施形態では、フィルタ１３４
は、少なくとも２マイクロメートル、一部の実施形態では、少なくとも５マイクロメート
ル、一部の実施形態では、少なくとも４０マイクロメートル、一部の実施形態では、少な
くとも８０マイクロメートル、及び一部の実施形態では、少なくとも１２０マイクロメー
トルの平均細孔径又はメッシュサイズを有する。一部の実施形態では、フィルタ１３４は
、せいぜい２０００マイクロメートル、一部の実施形態では、せいぜい１０００マイクロ
メートル、一部の実施形態では、せいぜい５００マイクロメートル、一部の実施形態では
、せいぜい２００マイクロメートル、一部の実施形態では、せいぜい５０マイクロメート
ル、一部の実施形態では、せいぜい１０マイクロメートル、及び一部の実施形態では、せ
いぜい１マイクロメートル（例えば、細菌がフィルタ１３４を通過するのを制限すること
が所望される場合）の平均細孔径又はメッシュサイズを有する。任意選択的に、フィルタ
１３４は粗フィルタの役割を果たす。
【０１３４】
　フィルタ１３４は、ナイロン、フッ素化ポリマー類（例えば、ポリテトラフルオロエチ
レン（ＰＴＦＥ））、セルロース類（例えば、セルロースエステル類（例えば、酢酸セル
ロース）及びニトロセルロース等の変性セルロース）、ファイバーグラス、ろ紙、及びこ
れらの組み合わせの１種以上を含むが、これらに限定されない、様々な材料から形成する
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ことができる。一部の実施形態では、フィルタ１３４は、織布ウェブ、不織布ウェブ、成
形構造体、発泡体、織布、繊維ウェブ、及びこれらの組み合わせから形成することができ
る。フィルタ１３４の表面積は、フィルタ１３４にひだを付けることによって、又はその
他の類似の技術によって増すことができる。フィルタ１３４の厚さは、カレンダー加工又
は縮充プロセスによって制御することができる。
【０１３５】
　不織布物品との流体試料の接触の後に、本開示に係るデバイスは任意選択的に、少なく
とも部分的に分解され、第１のアダプタ又はフィルタホルダは受器と接合させられる。受
器と接合させられると、不織布物品はデバイスから容易に移し替えられ、少なくとも１種
類の検出試薬と接触して配置される。特定の実施形態では、不織布物品は、ピンセットを
用いて移動させることができ、その一方で、他の実施形態では、不織布物品は、中空の内
部を押し通し、並びに／又は第１のアダプタ若しくはフィルタホルダの棚部から出し、１
つ以上の検出試薬と接触させることができる。
【０１３６】
　図８Ａ～図８Ｅを参照すると、少なくとも１種類の拘束された微生物株又は少なくとも
１種類の拘束された細胞検体を検出する例示的な方法が示されている。図８Ａは、第１の
アダプタ１８、及び第１のアダプタ１８上に配置された不織布物品１６を内包するフィル
タホルダ１４を示す。検出デバイス（図示されていない）の柄３２が第１のアダプタ１８
内に挿入されている。図８Ｂは、柄３２がフィルタホルダ１４から取り出され、第１のア
ダプタ１８及び不織布物品１６も検出デバイスの柄３２の端部３３上にくっついてフィル
タホルダから取り出されている様子を示す。図８Ｃは、検出デバイス３０の柄３２の端部
３３が検出デバイス３０内に挿入されている様子を示す。第１のアダプタ１８は検出デバ
イス３０の上部開口部の内部にすっぽり入る。図８Ｄは、柄３２が検出デバイス３０内へ
押し下げられた様子を示す。第１のアダプタ１８の中空の構成のゆえに、柄３２が検出デ
バイス３０内いっぱいまで挿入されると、検出デバイス３０の柄３２の端部３３は不織布
物品１６を検出デバイス３０の下端部に向かって押し下げる。本実施形態では、検出デバ
イス３０は、検出デバイス３０の下端部内に配置された少なくとも１種類の試薬を含む。
不織布物品１６に拘束された微生物株（単数又は複数）及び標的細胞検体（単数又は複数
）は、１つ以上の試薬と反応し、検出可能な信号を発生する機会を得る。図８Ｅを参照す
ると、検出デバイス３０は、発生された発光信号が検出されることを可能にする、照度計
５０に動作可能に連結される。
【０１３７】
　拘束された微生物及び／又は細胞検体を有する不織布物品を移し替えるための上述の手
段は、単なる例として説明され、図解されているにすぎない。しかし、当業者は、検出デ
バイスの構成に依存して、不織布物品を種々の検出デバイスへ移し替えるために、種々の
他の機構を採用することができるであろうことを理解するであろう。特定の実施形態では
、例えば、検出デバイス上にフィルタホルダをセットすることができ、不織布物品はフィ
ルタホルダを通して検出デバイス内へ押し込まれる。
【０１３８】
　図９Ａ～図９Ｆを参照すると、別の例示的なデバイスが示されている。より具体的には
、図９Ａはシリンジアダプタ９２を示す。シリンジアダプタはまた、例えば、１）試料容
器と、２）フィルタホルダと、３）不織布物品と、４）フィルタホルダを受器と接合させ
るように構成された第１のアダプタと、５）フィルタホルダを試料容器に取り付けるよう
に構成された第２のアダプタとを含む、流体試料を不織布物品と接触させるためのデバイ
スにおける、第２のアダプタとして言及されてもよい。図示の実施形態では、シリンジ（
例えば、第２の）アダプタ９２は有利に、デバイスの残りの部分に対するシリンジの素早
い取り付け及び取り外しのためのルアーロックコネクタ９５を含む。シリンジアダプタ９
２は、シリンジアダプタ９２の外面上に配置されたネジ付き部分９６を更に含む。ネジ付
き部分９６は、シリンジアダプタ９２のネジ付き部分９６の少なくともいくらかを図９Ｄ
のフィルタホルダ９４内に挿入すること（及び使用後にシリンジアダプタ９２をフィルタ
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ホルダ９４から分離することができること）を支援するために、シリンジアダプタ９２の
外面にいくらかの可撓性を付与する。任意選択的に、フィルタホルダ９４は、内面９１上
に位置する相補形のネジ付き部分を有してもよく、それにより、シリンジアダプタ９２と
フィルタホルダ９４とは互いに特異的に螺合させることができるであろう。代替的に、ツ
イスト・ロックシステム、又は圧縮嵌め部品、あるいは同様のものなどの、２つの部品を
互いに取り付ける他の従来の方法が採用されてもよい。加えて、シリンジアダプタ９２は
、ユーザによるシリンジアダプタ９２の取り扱いを支援すること、及び棚部９８をフィル
タホルダ９４上に固定することの二重機能を任意選択的に提供することができる少なくと
も１つの翼部９７（図９Ａに示される２つの翼部９７など）を含む。翼部９７は好ましく
は、フィルタホルダ９４の棚部９８を固定するように構成されたツメ１０１を含む。図９
Ｂに、シリンジアダプタ９２の異なる概略斜視図が提供されている。
【０１３９】
　図９Ｃを参照すると、フィルタホルダ９４が示されている。フィルタホルダ９４は、フ
ィルタホルダ９４内に配置された第１のアダプタ１８を含む。図９Ｄは、ガスケット９３
（例えば、Ｏリング）を用いて第１のアダプタ１８に固定された不織布物品１６を内包す
るフィルタホルダ９４の概略斜視図である。
【０１４０】
　図９Ｅは、図９Ｄのフィルタホルダ９４に連結された図９Ｂのシリンジアダプタ９２の
概略斜視図である。任意選択的に、シリンジを取り付け、真空を印加し、試料を引き寄せ
て不織布物品に通過させるために、棚部９８の反対側のフィルタホルダ９４の端部内に存
在する開口部９９において、ルアーロックコネクタ（図示されていない）が更に設けられ
ていてもよい。同様に、ポンプ又は真空フラスコなどの、他の真空源が開口部９９に取り
付けられることも可能であり得、試料の全てがデバイス９０内の不織布物品を通過させら
れることを確実にするための使用に適し得るであろう。
【０１４１】
　図９Ｆは、シリンジ２８、図９Ａのシリンジアダプタ９２、及び図９Ｄのフィルタホル
ダ９４を含むデバイス９０の概略側面図である。作業時には、流体試料をシリンジ２８内
に導入し、その後、シリンジアダプタ９２のルアーロックコネクタ９５を用いてシリンジ
をデバイス９０の残りの部分に取り付ける。流体試料から微生物を捕捉するために、シリ
ンジ２８のプランジャ２７を押し込み、流体試料を押してシリンジアダプタ９２及び不織
布物品１６に通過させる。その後、拘束された微生物及び／又は細胞検体の検出のために
不織布物品１６へのアクセスを提供するべく、フィルタホルダ９４をシリンジアダプタ９
２から分離してもよい。
【０１４２】
　任意選択的に、図８Ａ～図８Ｅにおいて説明された方法と同様に、検出デバイスの柄を
第１のアダプタ１８内に挿入してもよい。その後、柄をフィルタホルダ９４から取り出す
と、第１のアダプタ１８及び不織布物品１６も検出デバイスの柄の端部上にくっついてフ
ィルタホルダ９４から取り出される。次に、検出デバイスの柄の端部を検出デバイス内に
挿入してもよく、第１のアダプタ１８は検出デバイスの上部開口部の内部にすっぽり入る
。次に、柄を検出デバイス内へ押し下げ、第１のアダプタ１８の中空の構成のゆえに、柄
が検出デバイス内いっぱいまで挿入されると、検出デバイスの柄の端部は不織布物品１６
を検出デバイスの下端部に向かって押し下げる。それゆえ、不織布物品１６に拘束された
微生物株（単数又は複数）及び標的細胞検体（単数又は複数）は、１つ以上の試薬と反応
し、検出可能な信号を発生する機会を得る。
【０１４３】
　図１０Ａ～図１０Ｈを参照すると、１）試料容器と、２）フィルタホルダと、３）不織
布物品と、４）フィルタホルダを受器と接合させるように構成された第１のアダプタとを
含む、別の例示的なデバイスが示されている。フィルタホルダ１４ａ－１４ｂは、２つの
分離可能な部品、第１のフィルタホルダ部分１４ａ及び第２のフィルタホルダ部分１４ｂ
を含む。図１０Ａは第１のフィルタホルダ部分１４ａを示す。図示の実施形態では、第１



(29) JP 6883519 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

のフィルタホルダ部分１４ａは有利に、デバイスの残りの部分に対するシリンジ２８など
の容器の素早い取り付け及び取り外しのためのルアーロックコネクタ９５を含む。図１０
Ｂに示されるように、第１のフィルタホルダ部分１４ａは、内部棚部１３、及び第１のフ
ィルタホルダ部分１４ａの内面上に配置されたネジ付き部分９６を更に含む。ネジ付き部
分９６は、図１０Ｆの第２のフィルタホルダ部分１４ｂとの第１のフィルタホルダ部分１
４ａの接続を可能にする（並びに使用後における第１及び第２のフィルタホルダ部分１４
ａ及び１４ｂの、互いからの分離を可能にする）。したがって、第２のフィルタホルダ部
分１４ｂは、第２のフィルタホルダ部分１４ｂの外面上に位置する相補形のネジ付き部分
９６を有する。代替的に、ツイスト・ロックシステム、又は圧縮嵌め部品、あるいは同様
のものなどの、２つの部品を互いに取り付ける他の従来の方法が採用されてもよい。
【０１４４】
　図１０Ｃを参照すると、第１のアダプタ１８が示されている。図示の実施形態では、第
１のアダプタ１８は、平坦な主表面１５５、及び平坦な主表面１５５と反対側の傾斜した
主表面１５７を有し、平坦な主表面１５５と傾斜した主表面１５７との間に延在する開口
部を画定する形状に作られている。第１のアダプタ１８は、図１０Ｄに示されるように、
平坦な主表面１５５を内部棚部１３と接触させて、第１のフィルタホルダ部分１４ａ内に
（内部棚部１３上に）配置されるように構成されている。図１０Ｅは、第１のアダプタ１
８、第１のアダプタ１８上に配置された不織布物品１６、及び不織布物品１６上に配置さ
れたガスケット９３を内包する第１のフィルタホルダ部分１４ａの概略斜視図である。ガ
スケット９３は概して、流体が不織布物品１６の縁部の周囲を通ることを防止し、その代
わりに、不織布物品１６を通過するようにすることを支援するための弾性材料で構成され
ている。第１のフィルタホルダ部分１４ａ及び第２のフィルタホルダ部分１４ｂの内部の
寸法に依存して、第１のアダプタ１８は、（図７Ｂに示される第１のアダプタ１８の管形
状と同様の）短い管の形態を有してもよい。
【０１４５】
　上述されたように、図１０Ｆは第２のフィルタホルダ部分１４ｂを示す。図示の実施形
態では、第２のフィルタホルダ部分１４ｂは、（不織布物品１６をフィルタホルダ１４ａ
－１４ｂ内の所定位置に固定することを支援する）流体透過性支持体１６０、ネジ付き部
分９６、及び流体がフィルタホルダ１４ａ－１４ｂから排出されることを可能にする出口
１５８を含む。代替実施形態では、支持体１６０は設けられず、その代わりに、ガスケッ
ト９３と第１のアダプタ１８とが協働して不織布物品１６に対する十分な支持を提供する
。任意選択的に、シリンジを取り付け、真空を印加し、試料を引き寄せて不織布物品１６
に通過させるために、第２のフィルタホルダ部分１４ｂの端部に存在する出口１５８にお
いて、ルアーロックコネクタ（図示されていない）が更に設けられていてもよい。同様に
、ポンプ又は真空フラスコなどの、他の真空源が出口１５８に取り付けられることも可能
であり得、試料の全てがデバイス２００内の不織布物品を通過させられることを確実にす
るための使用に適し得るであろう。
【０１４６】
　次に図１０Ｇを参照すると、デバイス２００の分解側面図が提供されている。デバイス
２００は、シリンジ２８（例えば、試料容器）と、第１のフィルタホルダ部分１４ａと、
第１のアダプタ１８と、不織布物品１６と、ガスケット９３と、第２のフィルタホルダ部
分１４ｂとを含む。同様に、図１０Ｈは、１）試料容器（即ち、シリンジ２８）と、２）
フィルタホルダ（第１のフィルタホルダ部分１４ａ及び第２のフィルタホルダ部分１４ｂ
を含む）と、３）不織布物品１６と、４）ガスケット９３と、５）フィルタホルダ１４ａ
－１４ｂを受器と接合させるように構成された第１のアダプタ１８とを含む、組み立てら
れたデバイス２００の側面図を提供する。フィルタホルダ１４ａ－１４ｂは第１のアダプ
タ１８及び不織布物品１６を内包する。
【０１４７】
　作業時には、流体試料をシリンジ２８内に導入し、その後、フィルタホルダ１４ａ－１
４ｂのルアーロックコネクタ９５を用いてシリンジをデバイス２００の残りの部分に取り
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付ける。流体試料から微生物を捕捉するために、シリンジ２８のプランジャ２７を押し込
み、流体試料を押して、第１のフィルタホルダ部分１４ａ、第１のアダプタ１８、不織布
物品１６、及び第２のフィルタホルダ部分１４ｂに通過させる。その後、拘束された微生
物及び／又は細胞検体の検出のために不織布物品１６へのアクセスを提供するべく、フィ
ルタホルダ１４ａ－１４ｂをその第１及び第２のフィルタホルダ部分１４ａ及び１４ｂに
分離してもよい。
【０１４８】
　次に図１１Ａ～図１１Ｃを参照すると、図８Ａ～図８Ｅにおいて説明された方法と同様
に、検出デバイス３０の柄３２を第１のアダプタ１８内に挿入してもよい。その後、柄３
２を第１のフィルタホルダ部分１４ａから取り出すと、第１のアダプタ１８及び不織布物
品１６も検出デバイス３０の柄３２の端部３３上にくっついて第１のフィルタホルダ部分
１４ａから取り出される。次に、検出デバイス３０の柄３２の端部３３を検出デバイス３
０内に挿入してもよく、第１のアダプタ１８は検出デバイス３０の上部開口部の内部にす
っぽり入る。次に、柄３２を検出デバイス３０内へ押し下げ、第１のアダプタ１８の中空
の構成のゆえに、柄３２が検出デバイス３０内いっぱいまで挿入されると、検出デバイス
３０の柄３２の端部３３は不織布物品１６を検出デバイス３０の下端部に向かって押し下
げる。それゆえ、不織布物品１６に拘束された微生物株（単数又は複数）及び標的細胞検
体（単数又は複数）は、１つ以上の試薬と反応し、検出可能な信号を発生する機会を得る
。
【０１４９】
　第４の態様では、キットが提供される。キットは、流体試料を不織布物品と接触させる
ためのデバイスと、受器とを含む。デバイスは、試料容器と、フィルタホルダと、不織布
物品と、第１のアダプタとを含む。第１のアダプタは、フィルタホルダを受器と接合させ
るように構成されている。不織布物品は、繊維性多孔質マトリックス、及び繊維性多孔質
マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。
【０１５０】
　多くの場合、第２のアダプタが提供され、フィルタホルダを真空源又は収集容器に取り
付けるように構成されている。特定の実施形態では、デバイスは、フィルタホルダ又は第
２のアダプタに取り付けられた回転ポンプを更に含む。第２のアダプタ及び回転ポンプは
、第１の態様に関して上述されたとおりのものである。キットの多くの実施形態では、受
器は少なくとも１種類の試薬を内包する。ただし、代替実施形態では、キットの使用時に
１種類以上の試薬を受器に加えることができる。典型的には、受器は、照度計などの、検
出機器に動作可能に接続されるように構成されている。
【０１５１】
　多くの実施形態では、キットは、キットを使用するための使用説明書を更に含む。この
ような使用説明書は典型的には、上述の第１の態様に係る方法の詳細を含む。
【０１５２】
　方法、デバイス、及びキットを含む様々な実施形態が提供される。
【０１５３】
　実施形態１は、流体試料中の微生物を検出する方法である。本方法は、ａ）不織布物品
を提供することと、ｂ）少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体を含有する疑いが
ある流体試料を提供することと、ｃ）少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体の少
なくとも一部分が不織布物品に拘束されるように、流体試料を不織布物品と接触させるこ
ととを含む。不織布物品は、１）繊維性多孔質マトリックス、及び２）繊維性多孔質マト
リックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。本方法は、ｄ）少なくとも１種類の
微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を少なくとも１種類の検出試薬と接触
させて配置することと、ｅ）少なくとも１種類の拘束された微生物株、又は拘束された標
的細胞検体の存在を検出することとを更に含む。
【０１５４】
　実施形態２は、検出することが、培養ベースの検出方法、画像検出方法、蛍光ベースの
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検出方法、比色分析的検出方法、免疫学的検出方法、遺伝子学的検出方法、生物発光ベー
スの検出方法、又はこれらの組み合わせを含む、実施形態１に記載の方法である。
【０１５５】
　実施形態３は、検出することが生物発光ベースの検出方法を含む、実施形態１に記載の
方法である。
【０１５６】
　実施形態４は、試薬がルシフェラーゼを含む、実施形態１又は２に記載の方法である。
【０１５７】
　実施形態５は、試薬がルシフェリンを更に含む、実施形態４に記載の方法である。
【０１５８】
　実施形態６は、試薬が溶解剤を更に含む、実施形態４に記載の方法である。
【０１５９】
　実施形態７は、接触させることが、不織布物品を通した流体試料の濾過を含む、実施形
態１～６のいずれかに記載の方法である。
【０１６０】
　実施形態８は、流体試料を不織布物品と接触させる前に、流体試料を粗フィルタに通過
させることを更に含む、実施形態１～７のいずれかに記載の方法である。
【０１６１】
　実施形態９は、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品
を少なくとも１種類の検出試薬と接触させて配置することの前に、少なくとも１種類の微
生物株又は標的細胞検体が拘束された不織布物品を洗浄することを更に含む、実施形態１
～８のいずれかに記載の方法である。
【０１６２】
　実施形態１０は、配置することが、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘
束された不織布物品を、材料であって、それを通じて検出信号が検出されることができる
材料を含む受器内に配置することを含む、実施形態１～９のいずれかに記載の方法である
。受器は少なくとも１種類の試薬を内包する。
【０１６３】
　実施形態１１は、配置することが、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が拘
束された不織布物品を、照度計に動作可能に連結されるように構成された受器内に配置す
ることを含む、実施形態１～１０のいずれかに記載の方法である。受器は少なくとも１種
類の試薬を内包する。
【０１６４】
　実施形態１２は、接触させることが、少なくとも１種類の微生物株又は標的細胞検体が
拘束された不織布物品を、少なくとも１種類の試薬を内包する受器内に押し込むことを含
む、実施形態１～１１のいずれかに記載の方法である。
【０１６５】
　実施形態１３は、標的細胞検体が、少なくとも１種類の核酸、タンパク質、又はアデノ
シン三リン酸（ＡＴＰ）を含む、実施形態１～１２のいずれかに記載の方法である。
【０１６６】
　実施形態１４は、接触させることが、流体試料を不織布物品に少なくとも２回通過させ
ることを含む、実施形態１～１３のいずれかに記載の方法である。
【０１６７】
　実施形態１５は、接触させることが、流体試料を、１４．７ポンド／平方インチ（ｐｓ
ｉ）（１０１．３キロパスカル（ｋＰａ））以下の圧力で不織布物品に通過させることを
含む、実施形態１～１４のいずれかに記載の方法である。
【０１６８】
　実施形態１６は、接触させることが、流体試料を、４．０ｐｓｉ（２７．６ｋＰａ）以
下の圧力で不織布物品に通過させることを含む、実施形態１～１５のいずれかに記載の方
法である。
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【０１６９】
　実施形態１７は、接触させることが、流体試料を、０．５ｐｓｉ（３．４ｋＰａ）以下
の圧力で不織布物品に通過させることを含む、実施形態１～１６のいずれかに記載の方法
である。
【０１７０】
　実施形態１８は、微生物株が、細菌類、真菌類、原生動物類、ウイルス類、細菌内生胞
子類、及びこれらの組み合わせの株から選択される、実施形態１～１７のいずれかに記載
の方法である。
【０１７１】
　実施形態１９は、標的細胞検体がＡＴＰを含む、実施形態１～１８のいずれかに記載の
方法である。
【０１７２】
　実施形態２０は、繊維性多孔質マトリックスが不織布繊維層であり、濃縮剤粒子が不織
布繊維層の全体にわたって分散している、実施形態１～１９のいずれかに記載の方法であ
る。
【０１７３】
　実施形態２１は、濃縮剤粒子が、非晶質金属ケイ酸塩類、グアニジン官能化金属ケイ酸
塩類、珪藻土、表面修飾珪藻土、グアニジン官能化珪藻土、γ－ＦｅＯ（ＯＨ）、金属炭
酸塩類、金属リン酸塩類、シリカ、パーライト、グアニジン官能化パーライト、又はこれ
らの組み合わせを含む、実施形態１～２０のいずれかに記載の方法である。
【０１７４】
　実施形態２２は、接触させることが、試料送出システムを用いて流体試料を不織布物品
に通過させることを含む、実施形態１～２１のいずれかに記載の方法である。システムは
、第１のリザーバを含む自立型容器、及び自立型容器の第１のリザーバ内に収容される寸
法に作られ、第２のリザーバを有する変形可能な自己支持型受器であって、自立型容器が
、変形可能な自己支持型受器よりも剛性が高い、自己支持型受器を含む。自立型容器は、
内部に形成された開口部を有する底部を含み、開口部を通して、変形可能な自己支持型受
器がアクセスされることができる。通過させることは、自立型容器内の開口部を介して、
変形可能な自己支持型受器に外圧を印加し、流体試料を不織布物品に通過させることを含
む。
【０１７５】
　実施形態２３は、不織布物品が０．１５ミリメートル～１ミリメートルの厚さを含む、
実施形態１～２２のいずれかに記載の方法である。
【０１７６】
　実施形態２４は、不織布物品が０．１５ミリメートル～０．８ミリメートルの厚さを含
む、実施形態１～２３のいずれか一項に記載の方法である。
【０１７７】
　実施形態２５は、ポリマー繊維が、ポリオレフィン、ポリスルホン、ポリアミド、又は
これらの組み合わせを含む、実施形態１～２４のいずれかに記載の方法である。
【０１７８】
　実施形態２６は、ポリマー繊維が２成分繊維を含む、実施形態１～２５のいずれかに記
載の方法である。
【０１７９】
　実施形態２７は、ポリマー繊維がフィブリル化ポリオレフィン繊維を含む、実施形態１
～２６のいずれかに記載の方法である。
【０１８０】
　実施形態２８は、無機繊維がガラス繊維、セラミック繊維、又はこれらの組み合わせを
含む、実施形態１～２７のいずれかに記載の方法である。
【０１８１】
　実施形態２９は、無機繊維がガラス繊維を含む、実施形態１～２８のいずれかに記載の
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方法である。
【０１８２】
　実施形態３０は、無機繊維及びポリマー繊維が５０ミリメートル未満の平均長さを含む
、実施形態１～２９のいずれかに記載の方法である。
【０１８３】
　実施形態３１は、不織布物品が、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５～６０重量パー
セントの濃縮剤粒子と、不織布物品の総乾燥重量に基づいて４０～９５重量パーセントの
繊維性多孔質マトリックスと、を含む、実施形態１～３０のいずれかに記載の方法である
。
【０１８４】
　実施形態３２は、不織布物品が、不織布物品の総乾燥重量に基づいて２０～５０重量パ
ーセントの濃縮剤粒子と、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５０～８０重量パーセント
の繊維性多孔質マトリックスと、を含む、実施形態１～３１のいずれかに記載の方法であ
る。
【０１８５】
　実施形態３３は、繊維性多孔質マトリックスが、非捲縮ポリマー繊維を含む不織布繊維
層である、実施形態１～３２のいずれかに記載の方法である。
【０１８６】
　実施形態３４は、不織布繊維層がポリオレフィン繊維及びガラス繊維を含む、実施形態
３３に記載の方法である。
【０１８７】
　実施形態３５は、繊維性多孔質マトリックスがポリアミド繊維を含まない、実施形態１
～３４のいずれかに記載の方法である。
【０１８８】
　実施形態３６は、濃縮剤粒子が非晶質金属ケイ酸塩類の粒子を含む、実施形態１～３５
のいずれかに記載の方法である。
【０１８９】
　実施形態３７は、濃縮剤粒子が非晶質球状化ケイ酸マグネシウムの粒子を含む、実施形
態３６に記載の方法である。
【０１９０】
　実施形態３８は、濃縮剤粒子が非晶質球状ケイ酸アルミニウムの粒子を含む、実施形態
３６又は３７に記載の方法である。
【０１９１】
　実施形態３９は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化金属ケイ酸塩類の粒子を含む、実施形
態３６～３８のいずれかに記載の方法である。
【０１９２】
　実施形態４０は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化ケイ酸マグネシウムの粒子を含む、実
施形態３９に記載の方法である。
【０１９３】
　実施形態４１は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化ケイ酸アルミニウムの粒子を含む、実
施形態３９に記載の方法である。
【０１９４】
　実施形態４２は、濃縮剤粒子が珪藻土の粒子を含む、実施形態１～４１のいずれかに記
載の方法である。
【０１９５】
　実施形態４３は、濃縮剤粒子が、表面修飾珪藻土の粒子、グアニジン官能化珪藻土の粒
子、又はこれらの組み合わせを含む、実施形態１～４２のいずれかに記載の方法である。
【０１９６】
　実施形態４４は、表面修飾珪藻土が、その表面の少なくとも一部分上に、二酸化チタン
、酸化第二鉄、微細ナノスケール金若しくは白金、又はこれらの組み合わせを含む表面処
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理剤を有する珪藻土を含む、実施形態４３に記載の方法である。
【０１９７】
　実施形態４５は、濃縮剤粒子がγ－ＦｅＯ（ＯＨ）の粒子を含む、実施形態１～４４の
いずれかに記載の方法である。
【０１９８】
　実施形態４６は、濃縮剤粒子がパーライトの粒子を含む、実施形態１～４５のいずれか
に記載の方法である。
【０１９９】
　実施形態４７は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化パーライトの粒子を含む、実施形態１
～４６のいずれかに記載の方法である。
【０２００】
　実施形態４８は、濃縮剤粒子がヒドロキシアパタイトの粒子を含む、実施形態１～４７
のいずれかに記載の方法である。
【０２０１】
　実施形態４９は、粒子がマイクロ粒子である、実施形態１～４８のいずれかに記載の方
法である。
【０２０２】
　実施形態５０は、流体試料を不織布物品と接触させるためのデバイスである。デバイス
は、１）試料容器と、２）フィルタホルダと、３）不織布物品と、４）フィルタホルダを
受器と接合させるように構成された第１のアダプタと、を含む。不織布物品は、ａ）繊維
性多孔質マトリックス、及びｂ）繊維性多孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮
剤粒子を含む。
【０２０３】
　実施形態５１は、フィルタホルダを真空源、収集容器、又は試料容器に取り付けるよう
に構成された第２のアダプタを更に含む、実施形態５０に記載のデバイスである。
【０２０４】
　実施形態５２は、フィルタホルダ又は第２のアダプタに取り付けられた回転ポンプを更
に含む、実施形態５０又は５１に記載のデバイスである。
【０２０５】
　実施形態５３は、不織布物品上に配置されたガスケットを更に含む、実施形態５０～５
２のいずれかに記載のデバイスである。
【０２０６】
　実施形態５４は、試料容器がシリンジを含む、実施形態５０又は５１に記載のデバイス
である。
【０２０７】
　実施形態５５は、シリンジを更に含み、フィルタホルダがシリンジと試料容器との間に
配置される、実施形態５０に記載のデバイスである。
【０２０８】
　実施形態５６は、試料容器が、第１のリザーバを含む自立型容器、及び自立型容器の第
１のリザーバ内に収容される寸法に作られ、第２のリザーバを有する変形可能な自己支持
型受器であって、自立型容器が、変形可能な自己支持型受器よりも剛性が高い、自己支持
型受器を含む、実施形態５０に記載のデバイスである。自立型容器は、内部に形成された
開口部を有する底部を含み、開口部を通して、変形可能な自己支持型受器がアクセスされ
ることができる。通過させることは、自立型容器内の開口部を介して、変形可能な自己支
持型受器に外圧を印加し、流体試料を不織布物品に通過させることを含む。
【０２０９】
　実施形態５７は、受器であって、この受器は、照度計に動作可能に連結されるように構
成されている、受器を更に含む、実施形態５０～５６のいずれかに記載のデバイスである
。受器は少なくとも１種類の試薬を内包する。
【０２１０】
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　実施形態５８は、容器が少なくとも５０ｍＬの容積を有する、実施形態５０～５７のい
ずれかに記載のデバイスである。
【０２１１】
　実施形態５９は、容器が少なくとも１５０ｍＬの容積を有する、実施形態５０～５８の
いずれかに記載のデバイスである。
【０２１２】
　実施形態６０は、容器が少なくとも３００ｍＬの容積を有する、実施形態５０～５９の
いずれかに記載のデバイスである。
【０２１３】
　実施形態６１は、容器が最大１リットルの容積を有する、実施形態５０～６０のいずれ
かに記載のデバイスである。
【０２１４】
　実施形態６２は、繊維性多孔質マトリックスが無機繊維及びポリマー繊維から本質的に
なる、実施形態５０～６１のいずれかに記載のデバイスである。
【０２１５】
　実施形態６３は、ポリマー繊維が、ポリオレフィン、ポリスルホン、ポリアミド、又は
これらの組み合わせを含む、実施形態６２に記載のデバイスである。
【０２１６】
　実施形態６４は、ポリマー繊維が２成分繊維を含む、実施形態６２又は６３に記載のデ
バイスである。
【０２１７】
　実施形態６５は、ポリマー繊維がフィブリル化ポリオレフィン繊維を含む、実施形態６
２～６４のいずれかに記載のデバイスである。
【０２１８】
　実施形態６６は、無機繊維がガラス繊維、セラミック繊維、又はこれらの組み合わせを
含む、実施形態６２～６５のいずれかに記載のデバイスである。
【０２１９】
　実施形態６７は、無機繊維がガラス繊維を含む、実施形態６６に記載のデバイスである
。
【０２２０】
　実施形態６８は、無機繊維及びポリマー繊維が５０ミリメートル未満の平均長さを含む
、実施形態６２～６７のいずれかに記載のデバイスである。
【０２２１】
　実施形態６９は、不織布物品が、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５～６０重量パー
セントの濃縮剤粒子と、不織布物品の総乾燥重量に基づいて４０～９５重量パーセントの
繊維性多孔質マトリックスと、を含む、実施形態５０～６８のいずれかに記載のデバイス
である。
【０２２２】
　実施形態７０は、不織布物品が、不織布物品の総乾燥重量に基づいて２０～５０重量パ
ーセントの濃縮剤粒子と、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５０～８０重量パーセント
の繊維性多孔質マトリックスと、を含む、実施形態５０～６９のいずれかに記載のデバイ
スである。
【０２２３】
　実施形態７１は、繊維性多孔質マトリックスが、非捲縮ポリマー繊維を含む不織布繊維
層である、実施形態５０～７０のいずれか一項に記載のデバイスである。
【０２２４】
　実施形態７２は、繊維性多孔質マトリックスが不織布繊維層であり、濃縮剤粒子が不織
布繊維層の全体にわたって分散している、実施形態５０～７１のいずれかに記載のデバイ
スである。
【０２２５】
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　実施形態７３は、不織布繊維層がポリオレフィン繊維及びガラス繊維を含む、実施形態
７２に記載のデバイスである。
【０２２６】
　実施形態７４は、繊維性多孔質マトリックスがポリアミド繊維を含まない、実施形態５
０～７３のいずれかに記載のデバイスである。
【０２２７】
　実施形態７５は、濃縮剤粒子が、非晶質金属ケイ酸塩類、グアニジン官能化金属ケイ酸
塩類、珪藻土、表面修飾珪藻土、グアニジン官能化珪藻土、γ－ＦｅＯ（ＯＨ）、金属炭
酸塩類、金属リン酸塩類、シリカ、パーライト、グアニジン官能化パーライト、又はこれ
らの組み合わせを含む、実施形態５０～７４のいずれかに記載のデバイスである。
【０２２８】
　実施形態７６は、濃縮剤粒子が非晶質金属ケイ酸塩類の粒子を含む、実施形態５０～７
５のいずれかに記載のデバイスである。
【０２２９】
　実施形態７７は、濃縮剤粒子が非晶質球状化ケイ酸マグネシウムの粒子を含む、実施形
態７５又は７６に記載のデバイスである。
【０２３０】
　実施形態７８は、濃縮剤粒子が非晶質球状ケイ酸アルミニウムの粒子を含む、実施形態
７５～７７のいずれかに記載のデバイスである。
【０２３１】
　実施形態７９は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化金属ケイ酸塩類の粒子を含む、実施形
態７５～７８のいずれかに記載のデバイスである。
【０２３２】
　実施形態８０は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化ケイ酸マグネシウムの粒子を含む、実
施形態７９に記載のデバイスである。
【０２３３】
　実施形態８１は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化ケイ酸アルミニウムの粒子を含む、実
施形態７９に記載のデバイスである。
【０２３４】
　実施形態８２は、濃縮剤粒子が珪藻土の粒子を含む、実施形態５０～８１のいずれかに
記載のデバイスである。
【０２３５】
　実施形態８３は、濃縮剤粒子が、表面修飾珪藻土、グアニジン官能化珪藻土、又はこれ
らの組み合わせの粒子を含む、実施形態５０～８２のいずれかに記載のデバイスである。
【０２３６】
　実施形態８４は、表面修飾珪藻土が、その表面の少なくとも一部分上に、二酸化チタン
、酸化第二鉄、微細ナノスケール金若しくは白金、又はこれらの組み合わせを含む表面処
理剤を有する珪藻土を含む、実施形態８３に記載のデバイスである。
【０２３７】
　実施形態８５は、濃縮剤粒子がγ－ＦｅＯ（ＯＨ）の粒子を含む、実施形態５０～８４
のいずれかに記載のデバイスである。
【０２３８】
　実施形態８６は、濃縮剤粒子がパーライトの粒子を含む、実施形態５０～８５のいずれ
かに記載のデバイスである。
【０２３９】
　実施形態８７は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化パーライトの粒子を含む、実施形態５
０～８６のいずれかに記載のデバイスである。
【０２４０】
　実施形態８８は、濃縮剤粒子がヒドロキシアパタイトの粒子を含む、実施形態５０～８
７のいずれかに記載のデバイスである。
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【０２４１】
　実施形態８９は、粒子がマイクロ粒子である、実施形態５０～８８のいずれかに記載の
デバイスである。
【０２４２】
　実施形態９０は、ａ）流体試料を不織布物品と接触させるためのデバイスと、ｂ）受器
とを含むキットである。デバイスは、１）試料容器と、２）フィルタホルダと、３）不織
布物品と、４）第１のアダプタとを含む。第１のアダプタは、フィルタホルダを受器と接
合させるように構成されている。不織布物品は、ａ）繊維性多孔質マトリックス、及びｂ
）繊維性多孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。
【０２４３】
　実施形態９１は、フィルタホルダを真空源又は収集容器に取り付けるように構成された
第２のアダプタを更に含む、実施形態９０に記載のキットである。
【０２４４】
　実施形態９２は、フィルタホルダ又は第２のアダプタに取り付けられた回転ポンプを更
に含む、実施形態９０又は９１に記載のキットである。
【０２４５】
　実施形態９３は、受器が少なくとも１種類の試薬を内包する、実施形態９０～９２のい
ずれかに記載のキットである。
【０２４６】
　実施形態９４は、受器が、照度計に動作可能に連結されるように構成されている、実施
形態９０～９３のいずれかに記載のキットである。
【０２４７】
　実施形態９５は、キットを使用するための使用説明書を更に含む、実施形態９０～９４
のいずれかに記載のキットである。
【０２４８】
　実施形態９６は、流体試料を不織布物品と接触させるためのデバイスである。デバイス
は、１）試料容器と、２）受器と接合させるように構成されたフィルタホルダと、３）不
織布物品と、を含む。不織布物品は、ａ）繊維性多孔質マトリックス、及びｂ）繊維性多
孔質マトリックス内に捕らえられた複数の濃縮剤粒子を含む。
【０２４９】
　実施形態９７は、フィルタホルダが、不織布物品を保持するように構成された内部棚部
を含む、実施形態９６に記載のデバイスである。
【０２５０】
　実施形態９８は、フィルタホルダが、受器と接合させるように構成された外部棚部を含
む、実施形態９６又は９７に記載のデバイスである。
【０２５１】
　実施形態９９は、フィルタホルダを真空源、収集容器、又は試料容器に取り付けるよう
に構成されたアダプタを更に含む、実施形態９６～９８のいずれかに記載のデバイスであ
る。
【０２５２】
　実施形態１００は、アダプタに取り付けられた回転ポンプを更に含む、実施形態９９に
記載のデバイスである。
【０２５３】
　実施形態１０１は、フィルタホルダに取り付けられた回転ポンプを更に含む、実施形態
９６～９８のいずれかに記載のデバイスである。
【０２５４】
　実施形態１０２は、不織布物品上に配置されたガスケットを更に含む、実施形態９６～
１０１のいずれかに記載のデバイスである。
【０２５５】
　実施形態１０３は、シリンジを更に含み、フィルタホルダがシリンジと試料容器との間
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に配置される、実施形態９６に記載のデバイスである。
【０２５６】
　実施形態１０４は、受器であって、この受器は、照度計に動作可能に連結されるように
構成されている、受器を更に含む、実施形態９６～１０３のいずれかに記載のデバイスで
ある。受器は少なくとも１種類の試薬を内包する。
【０２５７】
　実施形態１０５は、容器が少なくとも５０ｍＬの容積を有する、実施形態９６～１０４
のいずれかに記載のデバイスである。
【０２５８】
　実施形態１０６は、容器が少なくとも１５０ｍＬの容積を有する、実施形態９６～１０
５のいずれかに記載のデバイスである。
【０２５９】
　実施形態１０７は、容器が少なくとも３００ｍＬの容積を有する、実施形態９６～１０
６のいずれかに記載のデバイスである。
【０２６０】
　実施形態１０８は、容器が最大１リットルの容積を有する、実施形態９６～１０７のい
ずれかに記載のデバイスである。
【０２６１】
　実施形態１０９は、繊維性多孔質マトリックスが無機繊維及びポリマー繊維から本質的
になる、実施形態９６～１０８のいずれかに記載のデバイスである。
【０２６２】
　実施形態１１０は、ポリマー繊維が、ポリオレフィン、ポリスルホン、ポリアミド、又
はこれらの組み合わせを含む、実施形態１０９に記載のデバイスである。
【０２６３】
　実施形態１１１は、ポリマー繊維が２成分繊維を含む、実施形態１０９又は１１０に記
載のデバイスである。
【０２６４】
　実施形態１１２は、ポリマー繊維がフィブリル化ポリオレフィン繊維を含む、実施形態
１０８～１１１のいずれかに記載のデバイスである。
【０２６５】
　実施形態１１３は、無機繊維がガラス繊維、セラミック繊維、又はこれらの組み合わせ
を含む、実施形態１０９～１１２のいずれかに記載のデバイスである。
【０２６６】
　実施形態１１４は、無機繊維がガラス繊維を含む、実施形態１１３に記載のデバイスで
ある。
【０２６７】
　実施形態１１５は、無機繊維及びポリマー繊維が５０ミリメートル未満の平均長さを含
む、実施形態１０９～１１４のいずれかに記載のデバイスである。
【０２６８】
　実施形態１１６は、不織布物品が、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５～６０重量パ
ーセントの濃縮剤粒子と、不織布物品の総乾燥重量に基づいて４０～９５重量パーセント
の繊維性多孔質マトリックスと、を含む、実施形態９６～１１５のいずれかに記載のデバ
イスである。
【０２６９】
　実施形態１１７は、不織布物品が、不織布物品の総乾燥重量に基づいて２０～５０重量
パーセントの濃縮剤粒子と、不織布物品の総乾燥重量に基づいて５０～８０重量パーセン
トの繊維性多孔質マトリックスと、を含む、実施形態９６～１１６のいずれかに記載のデ
バイスである。
【０２７０】
　実施形態１１８は、繊維性多孔質マトリックスが、非捲縮ポリマー繊維を含む不織布繊
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維層である、実施形態９６～１１７のいずれかに記載のデバイスである。
【０２７１】
　実施形態１１９は、繊維性多孔質マトリックスが不織布繊維層であり、濃縮剤粒子が不
織布繊維層の全体にわたって分散している、実施形態９６～１１８のいずれかに記載のデ
バイスである。
【０２７２】
　実施形態１２０は、不織布繊維層がポリオレフィン繊維及びガラス繊維を含む、実施形
態１１９に記載のデバイスである。
【０２７３】
　実施形態１２１は、繊維性多孔質マトリックスがポリアミド繊維を含まない、実施形態
９６～１２０のいずれかに記載のデバイスである。
【０２７４】
　実施形態１２２は、濃縮剤粒子が、非晶質金属ケイ酸塩類、グアニジン官能化金属ケイ
酸塩類、珪藻土、表面修飾珪藻土、グアニジン官能化珪藻土、γ－ＦｅＯ（ＯＨ）、金属
炭酸塩類、金属リン酸塩類、シリカ、パーライト、グアニジン官能化パーライト、又はこ
れらの組み合わせを含む、実施形態９６～１２１のいずれかに記載のデバイスである。
【０２７５】
　実施形態１２３は、濃縮剤粒子が非晶質金属ケイ酸塩類の粒子を含む、実施形態９６～
１２２のいずれかに記載のデバイスである。
【０２７６】
　実施形態１２４は、濃縮剤粒子が非晶質球状化ケイ酸マグネシウムの粒子を含む、実施
形態１２２又は１２３に記載のデバイスである。
【０２７７】
　実施形態１２５は、濃縮剤粒子が非晶質球状ケイ酸アルミニウムの粒子を含む、実施形
態１２２～１２４のいずれかに記載のデバイスである。
【０２７８】
　実施形態１２６は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化金属ケイ酸塩類の粒子を含む、実施
形態１２２～１２５のいずれかに記載のデバイスである。
【０２７９】
　実施形態１２７は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化ケイ酸マグネシウムの粒子を含む、
実施形態１２６に記載のデバイスである。
【０２８０】
　実施形態１２８は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化ケイ酸アルミニウムの粒子を含む、
実施形態１２６に記載のデバイスである。
【０２８１】
　実施形態１２９は、濃縮剤粒子が珪藻土の粒子を含む、実施形態９６～１２８のいずれ
かに記載のデバイスである。
【０２８２】
　実施形態１３０は、濃縮剤粒子が、表面修飾珪藻土、グアニジン官能化珪藻土、又はこ
れらの組み合わせの粒子を含む、実施形態９６～１２９のいずれかに記載のデバイスであ
る。
【０２８３】
　実施形態１３１は、表面修飾珪藻土が、その表面の少なくとも一部分上に、二酸化チタ
ン、酸化第二鉄、微細ナノスケール金若しくは白金、又はこれらの組み合わせを含む表面
処理剤を有する珪藻土を含む、実施形態１３０に記載のデバイスである。
【０２８４】
　実施形態１３２は、濃縮剤粒子がγ－ＦｅＯ（ＯＨ）の粒子を含む、実施形態９６～１
３１のいずれかに記載のデバイスである。
【０２８５】
　実施形態１３３は、濃縮剤粒子がパーライトの粒子を含む、実施形態９６～１３２のい
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【０２８６】
　実施形態１３４は、濃縮剤粒子がグアニジン官能化パーライトの粒子を含む、実施形態
９６～１３３のいずれかに記載のデバイスである。
【０２８７】
　実施形態１３５は、濃縮剤粒子がヒドロキシアパタイトの粒子を含む、実施形態９６～
１３４のいずれかに記載のデバイスである。
【０２８８】
　実施形態１３６は、粒子がマイクロ粒子である、実施形態９６～１３５のいずれかに記
載のデバイスである。
【０２８９】
　実施形態１３７は、試料容器がシリンジを含む、実施形態９６又は９９に記載のデバイ
スである。
【０２９０】
　実施形態１３８は、不織布物品が約１５０～約３５０グラム／平方メートル（ｇ／ｍ２

）の範囲内の坪量を有する、実施形態５０～８９又は９６～１３７のいずれかに記載のデ
バイスである。
【０２９１】
　実施形態１３９は、不織布物品が約１５０～約３５０グラム／平方メートル（ｇ／ｍ２

）の範囲内の坪量を有する、実施形態１～４９のいずれかに記載の方法である。
【０２９２】
　実施形態１４０は、不織布物品が約１５０～約３５０グラム／平方メートル（ｇ／ｍ２

）の範囲内の坪量を有する、実施形態９０～９５のいずれかに記載のキットある。
【実施例】
【０２９３】
　特に指示がない限り、実施例において使用される全ての化学物質はＳｉｇｍａ－Ａｌｄ
ｒｉｃｈ　Ｃｏｒｐ．（Ｓａｉｎｔ　Ｌｏｕｉｓ、ＭＯ）から得ることができる。本明細
書において別途記載のない限り、全ての微生物学的な補給品及び試薬は、Ｓｉｇｍａ－Ａ
ｌｄｒｉｃｈ又はＶＷＲのいずれかから標準製品として購入されたものである。
【０２９４】
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【表１】

【０２９５】
　か焼ケイ酸マグネシウムを含有する不織繊維性多孔質マトリックスの調製
　実施例１、２及び３：下表１に示すようなそれぞれ異なる量の繊維１、繊維２、繊維３
、及び繊維４を混合することにより、繊維プレミックスを調製した。４Ｌのブレンダー（
ＶＷＲ（Ｒａｄｎｏｒ，ＰＡ）より「ＷＡＲＩＮＧ　ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬ　ＨＥＡＶＹ
　ＤＵＴＹ　ＢＬＥＮＤＥＲ、モデル３７ＢＬ８４」の商品名で販売されるもの）中で、
繊維６を３リットルの冷たい脱イオン水に加え、低速で３０秒間ブレンドした。この混合
物を塊（nit）又は凝集（clump）のない均一な繊維分散体となっているかどうかについて
検査した。添加剤粒子、ＣＭ－１１１を更に１Ｌの脱イオン水とともに加え、低速で１５
秒間混合した。
【０２９６】
　底部の細かいメッシュスクリーンとドレイン弁を備える、約３０センチメートル（１２
インチ）平方及び高さ３０センチメートル（～１２インチ）という寸法の箱を有する、パ
ッド作製装置（Ｗｉｌｌｉａｍｓ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ，Ｗａｔｅｒｔｏｗｎ，ＮＹから
商品名「ＴＡＰＰＩ」で入手）を使用して、フェルトを調製した。このスクリーン上に、
～１４インチ（３６ｃｍ）×１２インチ（３０ｃｍ）のポリエチレンスパンボンド（Ｆｉ
ｂｅｒｗｅｂ，Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＯＨより入手したＰＥＴ　Ｌｕｔｒａｄｕｒ７２
４０）をスクリーン上のスクリムとして堆積させた。この箱のスクリーンの上方約１セン
チメートルの高さにまで水道水を満たした。各繊維及び粒子混合物を箱に注ぎ入れ、バル
ブを直ちに開くと真空が形成されこれにより箱から水が引き出された。
【０２９７】
　繊維性不織布フェルトを各々、装置から、２０センチメートル平方の吸取紙のシート（
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９６ポンド白色紙、Ａｎｃｈｏｒ　Ｐａｐｅｒ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮから入手）上に移
した。各フェルトを、余分な水分を吸い取るために、２～４層の吸取紙の間に挟み込んだ
。続いて、プレス後のフェルトを吸取紙の新たなシート上に移し、１１０℃に設定したオ
ーブン（ＳＰＸ　Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ，Ｗｈｉｔｅ　
Ｄｅｅｒ，ＰＡから、商品名「ＢＬＵＥ　Ｍ　ＳＴＡＢＩＬ－ＴＨＥＲＭ　ＯＶＥＮ，Ｍ
ＯＤＥＬ　ＯＶ－５６０Ａ２」で入手）内に約３時間置いて残りの水分を除去し、不織繊
維性多孔質マトリックスを形成した。実施例１及び２の結果として得られた繊維性多孔質
マトリックスは厚さ約０．８～１ミリメートルであった。実施例３の繊維性多孔質マトリ
ックスは厚さ約０．８～０．９ミリメートルであった。
【０２９８】
【表２】

【０２９９】
　グアニル化ケイ酸マグネシウムを含有する不織繊維性多孔質マトリックスの調製
　実施例４、５、６、７及び８：上述された手順を用いて実施例４、５、６、７、及び８
の不織繊維性多孔質マトリックスを作製した。配合を下表２に示す。
【０３００】

【表３】

【０３０１】
　実施例４のマトリックスの厚さは約０．８～０．９ｍｍであり、実施例５は厚さ約０．
６～０．８ｍｍであり、実施例６～８は各々厚さ約０．８～１．０ｍｍであった。
【０３０２】
　実施例９：実施例において使用された細菌
　実施例で使用された様々な細菌（下表３参照）は、ＡＴＣＣ（Ｍａｎａｓｓａｓ，ＶＡ
）から入手した。
【０３０３】

【表４】
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【０３０４】
　細菌株の純粋培養物をトリプチックソイブロス（ＴＳＢ、Ｂｅｃｔｏｎ，Ｄｉｃｋｉｎ
ｓｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｆｒａｎｋｌｉｎ　Ｌａｋｅｓ，ＮＪ）中に接種し、
３７℃で一晩成長させた。培養物をバターフィールドリン酸塩緩衝液（３Ｍ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮ）中で連続的に希釈し、水試料中へのスパイクのための所望
の量のコロニー形成単位（ｃｆｕ）／ｍＬを得た。大腸菌及びエンテロバクター・アエロ
ゲネスを、製造業者の使用説明書に従い、３Ｍ　ＰＥＴＲＩＦＩＬＭ大腸菌／大腸菌群計
数プレート（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）上に適切な希釈溶液を播種することによって定量化
し、３７℃で一晩インキュベートした。黄色ブドウ球菌及び緑膿菌を、３Ｍ　ＰＥＴＲＩ
ＦＩＬＭ好気性菌計数プレート（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）上に適切な希釈溶液を播種する
ことによって定量化し、３７℃で一晩インキュベートした。３Ｍ　ＰＥＴＲＩＦＩＬＭプ
レートリーダー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）を使用してプレートを読み取り、コロニー形成
単位（ｃｆｕ）を決定した。
【０３０５】
　実施例１０：不織繊維性多孔質マトリックスの細菌捕捉効率
　中和された水道水（０．１％のチオ硫酸ナトリウムで中和）又は１８メガオームの二重
脱イオン水のいずれか１００ｍＬに様々な細菌をスパイクし、約１００ｃｆｕ／ｍＬ（総
量、１００ｍＬ中約１０，０００ｃｆｕ）を得た。上述された様々な不織繊維性多孔質マ
トリックスから１４ｍｍディスクを切り出し、ディスクをＳＷＩＮＮＥＸ１３フィルタホ
ルダ（カタログ番号ＳＸ０００１３００、ＥＭＤ　Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅ，Ｂｉｌｌｅｒｉ
ｃａ，ＭＡ）内に配置した。フィルタホルダを閉じ、ＢＤ　ＬＵＥＲ－ＬＯＫ先端部を有
する６０ｍＬのＢＤシリンジ（製品番号３０９６５３、Ｂｅｃｔｏｎ，Ｄｉｃｋｉｎｓｏ
ｎ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ）に取り付けた。フィルタホルダを取り付ける前にシリンジ
からのプランジャを取り外した。シリンジを１２－ｐｌａｃｅ　Ｗａｔｅｒｓ　Ｍｉｌｌ
ｉｐｏｒｅ　ＳＥＰ－ＰＡＫ真空マニフォールド（Ｗａｔｅｒｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ，Ｍｉｌｆｏｒｄ，ＭＡ）に接続した。シリンジの各々から濾液を収集するための収集
管を試料ラック内に配置した。真空マニフォールドをＡｉｒ　Ｃａｄｅｔ　Ｖａｃｕｕｍ
／Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ（型番４２０～３９０１、Ｂａｒｎａｎｔ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ，Ｂａｒｒｉｎｇｔｏｎ，ＩＬ）に取り付け、溶液を、約１５インチの真空水銀
圧力で繊維性多孔質マトリックス材料に通して濾過した。濾過に要したのは１分未満であ
った。手動濾過のために、試料はまた、シリンジプランジャを押して外筒内を進めること
によって濾過した。
【０３０６】
　濾過の各々からの濾液を滅菌管内に収集し、各々の１ｍＬをＰＥＴＲＩＦＩＬＭプレー
ト上に播種し、溶液中に残された細菌の量を数えた。プレートを３７℃で一晩インキュベ
ートし、プレート上で成長しているコロニーを数えた。投入試料はまた、濾過の前にも播
種し、試料中の細菌の量を決定した。試料は最低限３つのプレート上に播種し、少なくと
も３回実験を繰り返した。投入溶液中の細菌の数及び濾液中に残された細菌の数を用いて
百分率捕捉効率を算出した。細菌捕捉は材料に依存して３２～９５パーセントに及んだ（
下表４、５、６及び７参照）。繊維ガラスを有しない不織繊維性多孔質マトリックス（繊
維４、実施例１及び４）は３２～７０％に及んだ。ナイロンを有しない不織繊維性多孔質
マトリックス（繊維２、実施例２及び５）の捕捉率は９０～９５％に及んだ。エンテロバ
クター・アエロゲネス及び緑膿菌の場合にも同様の結果が見られた（表４及び６参照）。
【０３０７】
　繊維２（ナイロン）を有しない不織繊維性多孔質マトリックス中の細菌の捕捉率は、そ
れは細菌捕捉のために必須でないことを指示した。しかし、繊維４（実施例１及び４）が
除かれると捕捉率が３２～７０％に落ちたため、繊維４（繊維ガラス）はより重要であっ
た。これは、どちらかの種類の粒子（か焼ケイ酸マグネシウム又はグアニル化ケイ酸マグ
ネシウム）を含有する不織繊維性多孔質マトリックスでも同じであった。
【０３０８】
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　実施例１１：ＡＴＰ生物発光による不織繊維性多孔質マトリックス内の細菌の検出。
【０３０９】
　拘束された細菌を含有する各不織繊維性多孔質マトリックスをＳＷＩＮＮＥＸフィルタ
ホルダから取り出し、１．５ｍＬのマイクロチューブ（Ｐｌａｓｔｉｂｒａｎｄマイクロ
チューブ、Ｂｒａｎｄ　ＧｍｂＨ　＆　Ｃｏ．ＫＧ，Ｗｅｒｔｈｅｉｍ，Ｇｅｒｍａｎｙ
）へ無菌的に移した。細菌溶解試薬を含有する２００マイクロリットルのＣＬＥＡＮ－Ｔ
ＲＡＣＥ溶解試薬を管に加え、１分間ボルテックスし、室温で更に１分間寝かせた。２５
０マイクロリットルのＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥルシフェリン－ルシフェラーゼ酵素試薬を
管に加え、混合した。管をベンチトップ型照度計（２０／２０ｎ単管照度計、Ｔｕｒｎｅ
ｒ　Ｂｉｏｓｙｓｔｅｍｓ，Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ，ＣＡ）内に直ちに配置し、ＲＬＵの測
定を記録した。発光量の測定値は、照度計から、照度計とともに提供されているスプレッ
ドシートインターフェースＰＣソフトウェアを用いて得た。約１０，０００ｃｆｕの細菌
を含有する１００マイクロリットルの緩衝液をピペットで１．５ｍＬのマイクロチューブ
（Ｐｌａｓｔｉｂｒａｎｄマイクロチューブ）内に移し、溶解混合物（２００マイクロリ
ットル）及びＡＴＰ試薬（２５０マイクロリットル）を加えるとすぐに、発光量を同様に
測定した。約１０，０００ｃｆｕから得た相対発光単位を用いて不織繊維性多孔質マトリ
ックス内のＡＴＰの回収率を算出した（下表４及び５参照）。無切断材料ではＡＴＰ回収
は３０から６８％まで変化し、繊維２を有しないマトリックス（実施例２及び５）が最大
の回収（５５～６８％）を与えた。
【０３１０】
【表５】

【０３１１】
【表６】

【０３１２】
　別の実験では、不織繊維性多孔質マトリックスを小片に無菌的に切断し、その後、１．
５ｍＬのマイクロチューブ（Ｐｌａｓｔｉｂｒａｎｄマイクロチューブ）へ移した。２０
０マイクロリットルの溶解試薬を管に加え、１分間ボルテックスし、室温で更に１分間寝
かせた。２５０マイクロリットルのルシフェリン－ルシフェラーゼ酵素試薬を管に加え、
混合した。上述したように発光量を測定した。不織繊維性多孔質マトリックス内のＡＴＰ
の回収率を下表６及び７に示す。無切断材料ではＡＴＰ回収は５２～７７％まで変化し、
繊維２を有しない湿式載置のもの（実施例２及び５）が最大の回収（６５～７７％）を与
えた。
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【０３１３】
【表７】

【０３１４】

【表８】

【０３１５】
　実施例１２：一体化したデバイスを用いた細菌捕捉及びＡＴＰの検出
　容器、フィルタホルダ及び第２のアダプタは、ステレオリソグラフィ機（ＳＬＡ　Ｍｏ
ｄｅｌ　ＳＬＡ－２５０／４０機）において、製造業者の使用説明書に従って、ＵＶ硬化
型エポキシ組成物（ＡＣＣＵＲＡ６０エポキシ樹脂）を用いてＣＡＤ図面から構築した。
デバイスは（図２Ｅ及び図３Ｅ）に従って形成されたが、第１のアダプタを含まなかった
。エポキシ組成物及び機器は、３Ｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　Ｒｏｃ
ｋ　Ｈｉｌｌ　Ｓ．Ｃ．）によって製造された。
【０３１６】
　各濾過デバイスは３つの別個の部分として形成した。フィルタホルダは１２ｍｍのディ
スクを保持し、それを容器に螺挿するためのネジ山を有する。第２のアダプタは、それを
フィルタホルダに接続するためのネジ山を有し、図２Ｅ及び図３Ｅにデバイス組立体全体
が示されている。図２Ｅにおける第２のアダプタ２２は長いステムを有し、デバイス組立
体全体を真空フラスコ又はマニフォールドに接続するためのストッパに取り付けられた。
図３Ｅにおける第２のアダプタ２２は、それを収集容器に接続するためのネジ山を有し、
それを真空源に接続するためのサイドアームを有する。
【０３１７】
　（第１のアダプタを含まない）図２Ｅに係る濾過デバイスを、ＳＬＡによって作製され
た部品を用いて組み立て、フィルタホルダを第２のアダプタに接続する前に、１２ｍｍの
不織繊維性多孔質マトリックスディスク（実施例１、２、又は３のマトリックスのうちの
１つ）をフィルタホルダの底部に配置した。第２のアダプタを有するフィルタホルダを容
器に接続し、デバイス全体を真空フラスコに接続した。約１０，０００ｃｆｕ総量（約１
００ｃｆｕ／ｍＬ）の細菌を含有する１００ｍＬの流体試料を容器に加え、真空ステーシ
ョン（Ａｉｒ　Ｃａｄｅｔ　Ｖａｃｕｕｍ／Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、型番４
２０－３９０１、Ｂａｒｎａｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ）を用いて濾過した。濾液を収集し、
実施例１０において説明されたように、捕捉効率を決定するために播種した。組立体を真
空フラスコから切り離し、フィルタホルダを取り外し、フィルタホルダを３Ｍ　ＣＬＥＡ
Ｎ－ＴＲＡＣＥ　Ｗａｔｅｒ　Ｐｌｕｓ－Ｔｏｔａｌ　ＡＴＰ検出デバイスに接合させた
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。ＡＴＰ検出デバイスからの柄を取り外し、フィルタホルダを管の上部に配置した。柄を
用いて繊維性多孔質マトリックスディスク（即ち、フィルタ）を管内へ押し下げ、その後
、フィルタホルダを取り外した。柄を検出デバイスに戻し、ディスクを検出チャンバ内い
っぱいに押し下げた。デバイスを約２分間振盪させ、その後、３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡ
ＣＥ　ＮＧ照度計内に挿入し、ＲＬＵを決定した。結果を下表８に示す。
【０３１８】
【表９】

【０３１９】
　（第１のアダプタを含まない）図３Ｅに係る濾過デバイスが組み立てられ、１２ｍｍの
湿式載置ディスク（実施例１、２、又は３のマトリックスのうちの１つ）を収容した。組
み立てたデバイスをビンに接続し、約１０，０００ｃｆｕ総量（約１００ｃｆｕ／ｍＬ）
の細菌を含有する１００ｍＬの流体試料を容器に加え、真空ステーション（Ａｉｒ　Ｃａ
ｄｅｔ　Ｖａｃｕｕｍ／Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、型番４２０－３９０１、Ｂ
ａｒｎａｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ）を用いて濾過した。濾液を収集し、実施例１０において
説明されたように、捕捉効率を決定するために播種した。組立体を真空フラスコから切り
離し、フィルタホルダを取り外し、フィルタホルダを３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ　Ｗ
ａｔｅｒ　Ｐｌｕｓ－Ｔｏｔａｌ　ＡＴＰ検出デバイスに接合させた。ＡＴＰ検出デバイ
スからの柄を取り外し、フィルタホルダを管の上部に配置した。柄を用いて繊維性多孔質
マトリックスディスク（即ち、フィルタ）を管内へ押し下げ、その後、フィルタホルダを
取り外した。柄を検出デバイスに戻し、ディスクを検出チャンバ内いっぱいに押し下げた
。デバイスを約２分間振盪させ、その後、３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ　ＮＧ照度計内
に挿入し、ＲＬＵを決定した。結果を下表９に示す。
【０３２０】
【表１０】

【０３２１】
　実施例１３：濾過による水試料からの大腸菌の除去のための様々な配合を有する繊維性
多孔質マトリックスの試験
　ＴＳＡ上の大腸菌（ＡＴＣＣ１１２２９）の画線培養物を３７℃で一晩インキュベート
した。このプレートから、孤立したコロニーを取り出し、標準的な微生物学ループを使用
して５ｍＬのＴＳＢ中に接種し、振盪インキュベータ（Ｎｅｗ　Ｂｒｕｎｓｗｉｃｋ　Ｓ
ｃｉｅｎｔｉｆｉｃからのＩＮＮＯＶＡ４４（登録商標））内において３７℃で２０～２
２時間インキュベートした。～２～３×１０９ｃｆｕ／ｍＬを含有する一晩培養物を、バ
ターフィールド緩衝液中で連続的に希釈し、およそ１×１０６ｃｆｕ／ｍＬを有する接種
物を得た。
【０３２２】
　２００ｍＬの脱イオン水（ＭｉｌｌｉＱ　Ｇｒａｄｉｅｎｔ　ｓｙｓｔｅｍ、Ｍｉｌｌ
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ｉｐｏｒｅ，Ｍａ）に１０６ｃｆｕ／ｍＬの接種物の１：１００希釈物を接種することに
よって、試験試料を調製し、その結果、約１０４ｃｆｕ／ｍＬ（～４　Ｌｏｇ　ｃｆｕ／
ｍＬ）を含有する水試験試料を得た。
【０３２３】
　実施例４、５、７、及び８の不織繊維性多孔質マトリックスの各々から直径４７ｍｍの
ディスクを打ち抜き、各々を、ポリカーボネートから作製した特注デバイスである試料ホ
ルダ内に配置した。この装置は３つの部分からなり、直径約６０ミリメートル、高さ約４
５ミリメートルの円筒状であった。下部には、フィルターディスク及び試料出口用の支持
スクリーンが収容されていた。頂部は、Ｃｏｌｅ　Ｐａｒｍｅｒ製蠕動ポンプ（型番７５
５３－７０）に接続されたＰＶＣ配管を通る試料入口ポートを除いて、密閉されており、
空気をパージすることができるように、上流側に通気孔を有していた。上流側及び下流側
の両方での漏れを防ぐためにＯ－リング型のシールを使用した。雌ねじによって閉鎖圧を
与えた。この４７ｍｍディスクを支持スクリーンの上に配置し、Ｏリングを上に加えて、
ホルダを閉じた。
【０３２４】
　繊維性多孔質マトリックスを、複製を用いずに、個々に試験した。ＣｏｌｅＰａｒｍｅ
ｒ製蠕動ポンプ（型番７５５３－７０）を用い、壁厚１／８インチのＰＶＣ配管（ＶＷＲ
カタログ番号６０９８５－５２２）を用いて、濾過前試料を圧送し、不織布マトリックス
ディスクの入った試料ホルダに通過させた。スパイクした水をポンプで１２ｍＬ／分の流
速で圧送し、繊維性多孔質マトリックスに通過させた。濾液を２５０ｍＬの滅菌ガラスビ
ン内に収集した。最初の１００ｍＬの濾液を収集して廃棄した。２番目の１００ｍＬの濾
液を更なる処理のために収集した。各濾過試験の後、ホルダを分解し、滅菌済ピンセット
を使用して繊維性多孔質マトリックスを取り出した。マトリックスの試験の間には、濾過
した滅菌済の５００ｍＬの脱イオン水を用いて濾過デバイスをすすいだ。
【０３２５】
　２番目の１００ｍＬの濾液のうちの１０ｍＬの体積を、バターフィールド緩衝液の入っ
た１００ｍＬのフリップトップ式ビンに加え、１：１０の希釈溶液を得た。このビンに蓋
をして１０秒間振ることによって手作業で混合した。１０ｍＬの体積を取り出し、別のフ
リップトップ式ビンに加え、１：１００を得た。同様にして、この濾液を１：１０００及
び１：１００００になるように、更に希釈した。これらの１００ｍＬの希釈濾液を０．４
５ミクロンのフィルタに通して真空濾過した。各濾過の後に、真空装置を、濾過した滅菌
済みの５００ｍＬの脱イオン水を用いてすすぎ、キムワイプ（Ｋｉｍｔｅｃｈ　Ｓｃｉｅ
ｎｃｅ　Ｄｅｌｉｃａｔｅ　Ｔａｓｋ　Ｗｉｐｅｒｓ，Ｋｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ　
Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ，Ｒｏｓｗｅｌｌ，ＧＡ）で拭いて乾かした。
【０３２６】
　滅菌済ピンセットプレートを用いてマトリックスを装置から取り出し、格子側を上に向
けて遠藤寒天プレート上に配置した。プレートを３７℃で１８～２０時間インキュベート
した。各平板のコロニー数を手作業で計数した。また、濾過前試料も上述の手順のとおり
に希釈し、濾過した。ｃｆｕ／ｍＬのコロニー数をＬｏｇ　ｃｆｕ／ｍＬの値に変換した
。対数減少値（Ｌｏｇ　Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ、ＬＲＶ）は、播種した濾液及
び濾過前試料から得られた計数に基づき、下式を用いて算出した。
　ＬＲＶ＝（濾過前試料中のｃｆｕ／ｍＬの対数）－（濾液試料中のｃｆｕ／ｍＬの対数
）
【０３２７】
　実施例４、５、７、及び８のマトリックスの４７ｍｍディスクについて濾過試験を行っ
た。結果を下表１０に示す。
【０３２８】
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【表１１】

【０３２９】
　グアニル化パーライト又はか焼ケイ酸マグネシウムを含有する不織繊維性多孔質マトリ
ックスの調製
　実施例１４、１５、１６、１７及び１８：実施例１、２及び３において説明された手順
を用いて実施例１４、１５、１６、１７、及び１８の不織繊維性多孔質マトリックスを作
製した。配合を下表１１に示す。実施例１４のマトリックスの厚さは約２．０～２．３ｍ
ｍであり、実施例１５は約１．２～１．５ｍｍであり、実施例１６は約０．６５～０．８
５ｍｍであり、実施例１７は約０．６～０．８ｍｍであり、実施例１８は厚さ約０．６～
０．８ｍｍであった。
【０３３０】
【表１２】

【０３３１】
　加圧滅菌した成分を有するグアニル化パーライトを含有する不織繊維性多孔質マトリッ
クスの調製
　実施例１９、２０及び２１：実施例１、２及び３において説明された手順を用いて実施
例１９、２０及び２１の不織繊維性多孔質マトリックスを作製した。配合を下表１２に示
す。構成成分を１２１℃で３０分間加圧滅菌し（ＡＭＳＣＯ　ＣＥＮＴＵＲＹ　Ｓｃｉｅ
ｎｔｉｆｉｃ　ｍｏｄｅｌ　ＳＶ－１２０加圧滅菌器、Ｓｔｅｒｉｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ，Ｍｅｎｔｏｒ，ＯＨ）、その後、上述したように、マトリックスの調製のために
滅菌水と混合した。繊維３（２成分エチレン酢酸ビニル／ポリプロピレン繊維）は加圧滅
菌の間にそのコンシステンシーを失い、その追加は、非常に脆いマトリックスをもたらし
た。実施例１９のマトリックスの厚さは約０．４～０．６ｍｍであり、実施例２０は約０
．４～０．６ｍｍであり、実施例２１は厚さ約０．８～１．０ｍｍであった。
【０３３２】
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【表１３】

【０３３３】
　実施例２２：実施例１４～実施例２１の不織繊維性多孔質マトリックスの細菌捕捉効率
　実施例１４～２１において調製した不織繊維性多孔質マトリックスの捕捉効率を、実施
例１０において説明したように試験した。投入溶液中の細菌の数及び濾液中に残された細
菌の数を用いて百分率捕捉効率を算出した。細菌捕捉は材料に依存して８８～９９パーセ
ントに及んだ（下表１３参照）。この場合も先と同様に、繊維２（ナイロン）を有しない
繊維性マトリックスは、捕捉率の目立つほどの差を全く示さなかった。加圧滅菌した材料
を用いて調製したマトリックスは、加圧滅菌していない材料と同様の回収を示した。
【０３３４】
　実施例２３：ＡＴＰ生物発光による不織繊維性多孔質マトリックス内の細菌の検出。
【０３３５】
　拘束された細菌を含有する各不織繊維性多孔質マトリックス（実施例１４～２１）から
のＡＴＰ生物発光を、実施例１１において説明されたように試験した。投入細菌（約１０
，０００ｃｆｕ）から得た相対発光単位を用いて不織繊維性多孔質マトリックス内のＡＴ
Ｐの回収率を算出した（下表１３参照）。ＡＴＰ回収は３８～８２％まで変化し、繊維２
を有しないマトリックス（実施例１６～２１）が最大の回収（６０～８２％）を与えた。
【０３３６】

【表１４】

【０３３７】
　実施例２４：塗装調製デバイスを用いた細菌捕捉及びＡＴＰの検出
　３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから、カップ、カラー、使い捨てライナー及び蓋を内包する３Ｍ
　ＰＰＳ（paint preparation system、塗装調製システム）を入手した。ステレオリソグ
ラフィ機（ＳＬＡ　Ｍｏｄｅｌ　ＳＬＡ－２５０／４０機）において、製造業者の使用説
明書に従って、ＵＶ硬化型エポキシ組成物（ＡＣＣＵＲＡ６０エポキシ樹脂）を用いてＣ
ＡＤ図面からフィルタアダプタを構築した。デバイスは図７Ｄ及び図７Ｅに従って形成し
た。エポキシ組成物及び機器は、３Ｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）によ
って製造された。
【０３３８】
　フィルタアダプタは１４ｍｍディスクを保持し、使い捨て蓋に連結する。フィルタアダ
プタは、繊維性多孔質マトリックスの真下にシリンダを保持するための内蔵の円筒形空洞
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を有する。図７Ｄ及び図７Ｅに従って、（実施例１４、１５、１６又は１７の）繊維性多
孔質マトリックスを内包するフィルタアダプタを有するＰＰＳデバイスを組み立てた。約
１０，０００ｃｆｕ総量（～１００ｃｆｕ／ｍＬ）の細菌を含有する１００ｍＬの流体試
料をカップ内のライナーに加え、フィルタアダプタと連結された蓋によって閉じ、カラー
によって密封した。デバイスを反転させ、シリンジからのプランジャを用いてライナーを
押し、流体試料を押して繊維性多孔質マトリックスに通過させた。濾液を収集し、実施例
１０において説明されたように、捕捉効率を決定するために播種した。
【０３３９】
　フィルタアダプタをＰＰＳから取り外し、３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ　Ｓｕｒｆａ
ｃｅ　ＡＴＰ綿棒を用いて繊維性多孔質マトリックスをシリンダ内に押し込み、繊維性マ
トリックスを有するシリンダを綿棒の柄で持ち上げた。ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ　Ｓｕｒ
ｆａｃｅ　ＡＴＰ綿棒は綿棒中に溶解試薬を含有する。綿棒を３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡ
ＣＥ　Ｗａｔｅｒ　Ｐｌｕｓ　－　Ｔｏｔａｌ　ＡＴＰ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉ
ｃｅ（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）内に導入し、検出チャンバ内に押し込んだ（図８Ａ～図８
Ｄ）。繊維性マトリックスを内包する検出デバイスを１～２分間振盪させ、その後、生物
発光を測定するために、３Ｍ　ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ　ＮＧ照度計（３Ｍ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ）（図８Ｅ）内に挿入した。
【０３４０】
　細菌捕捉は９２～９９パーセントに及び、ＳＷＩＮＮＥＸ１３フィルタホルダを用いる
のと同様であった（下表１４参照）。ＡＴＰ回収は３２から７５％まで変化し、繊維２を
有しないマトリックス（実施例１６及び１７）が最大の回収（６５～７５％）を与えた。
【０３４１】
【表１５】

【０３４２】
　実施例２５～２８並びに比較例１及び２：シリンジアダプタを含むデバイスを用いた細
菌捕捉及びＡＴＰの検出
　カナダ内の油井から生産水試料を入手した。図９Ｆに示されるとおりのデバイスを組み
立て、１０ｍＬの生産水試料Ｄ（即ち、比較例１）を１０立方センチメートルのシリンジ
内に充填し、実施例１の不織繊維性多孔質マトリックスの直径１４ｍｍのディスクを、Ｏ
リングガスケットを用いて第１のアダプタに取り付けた。１０ｍＬの生産水を滴下的に不
織繊維性多孔質マトリックスに通して濾過した。これは約１分を要した。有利に、混濁し
た生産水試料は、シリンジプランジャに対して、（印加された一定の圧力ではなく）増大
する圧力を印加することを必要とするほどに十分な背圧を発生させることなく、シリンジ
アダプタのルアーロック部分の小さい直径から、シリンジホルダ及びフィルタホルダのネ
ジ付き部分のより大きい直径へ通過した。濾液は廃棄した。生産水試料の全てがディスク
を通過することを確実にするために、シリンジを５ｍＬの空気で満たし、シリンジアダプ
タに接続し、その後、空気を押して不織繊維性多孔質マトリックスに通過させた。次に、
シリンジホルダをフィルタホルダから、この２つの部品のネジを緩めて互いから切り離す
ことによって、取り外し、これにより、不織繊維性多孔質マトリックスへのアクセスを提
供した。ＡＴＰ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｅｓｔを入手し、試験具上の箔シールに穴をあけ、そば
に置いておいた。ＡＴＰ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｅｓｔからの試料収集棒を用い、棒をマトリッ
クス上で円形に数回転させることによって、不織繊維性多孔質マトリックスを拾い上げた
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。棒の端部にくっついた不織繊維性多孔質マトリックスを有する試料棒を、あらかじめ穴
をあけた試験具内に挿入し、製造業者の使用説明書に従ってＮＧ照度計上で分析した。そ
の結果得られた、相対発光単位（ＲＬＵ）による信号は、‘フィルタ　－　無洗浄’の実
施例２５の測定値を発生させた。
【０３４３】
　‘フィルタ－洗浄’試験（即ち、実施例２６）の場合には、生産水試料Ｄの１０ｍＬの
試料を、実施例２５に関して上述したように、実施例１の不織繊維性多孔質マトリックス
の１４ｍｍディスクに通して濾過した。５ｍＬの空気を押してディスクに通過させたのち
に、５ｍＬの、ＡＴＰを含まない水を内包する新しいシリンジをシリンジホルダに取り付
けた。フィルタを、ＡＴＰを含まない水で洗浄し、濾液を廃棄した。フィルタを、どちら
も実施例２５に関して上述したように、試料収集棒を用いてホルダから取り出し、分析し
た。マトリックスを２連で試験した。
【０３４４】
　デバイスを用いて、しかし、フィルタホルダ内には不織繊維性多孔質マトリックスを全
く有せずに、生産水試料Ｄを試験した。比較例１のＲＬＵ測定値を発生させるためにＡＴ
Ｐ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｅｓｔを用いた。（不織繊維性多孔質マトリックス内で細菌を濃縮し
ない）ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ試験に対する、捕捉された細菌からのＡＴＰ信号の改善を
、以下の式を用いて算出した。データを下表１５に示す。
【０３４５】
　現在の試験に対するＡＴＰ信号の増大比＝（濾過後の不織布マトリックスディスクから
のＲＬＵ／ＣＬＥＡＮ－ＴＲＡＣＥ　ＡＴＰ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｅｓｔを用いて試験した濾
過されていない試料からのＲＬＵ）。
【０３４６】
　実施例１の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを、実施例２５及び２６
に関して上述されたように、生産水試料Ｅ（即ち、比較例２）を用いて試験した。実施例
２７は‘フィルタ－無洗浄’であったのに対して、実施例２８は‘フィルタ－洗浄’であ
った。データを下表１５に示す。
【０３４７】

【表１６】

　Ｎ＝２、括弧内に別途注記していない限り、標準偏差は１０％未満。
【０３４８】
　試験におけるばらつきはマトリックス干渉を指示する。洗浄後のＡＴＰ信号の改善は、
ＡＴＰアッセイを生産水試料の正確な高速監視のために用いることを可能にする、阻害物
質の持ち越しの減少を指示する。洗浄が改善しなかった場合には、信号は、試料が微生物
ＡＴＰ源をあまり含有せず、内在ＡＴＰ源をより多く含有することを指示した。
【０３４９】
　実施例２９及び３０：か焼ケイ酸マグネシウムを含有する薄い不織繊維性多孔質マトリ
ックスの作製
　下記表１６に示すとおりの異なる量の繊維１、繊維４、繊維５及び繊維６を混合するこ
とによって、２種類の繊維プレミックスを調製した。
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【０３５０】
　実施例２９については、４Ｌのブレンダー（ＶＷＲ（Ｒａｄｎｏｒ，ＰＡ）より「ＷＡ
ＲＩＮＧ　ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬ　ＨＥＡＶＹ　ＤＵＴＹ　ＢＬＥＮＤＥＲ、モデル３７
ＢＬ８４」の商品名で販売されるもの）中で、繊維を３リットルの冷たい脱イオン水に加
え、中速で３０秒間ブレンドした。全ての他の繊維を加え、低速で更に１分間ブレンドし
た。この混合物を塊（nit）又は凝集（clump）のない均一な繊維分散体となっているかど
うかについて検査した。微粒子添加剤、ＣＭ－１１１を更に１リットルの脱イオン水とと
もに加え、低速で１５秒間混合した。
【０３５１】
　底部の細かいメッシュスクリーンとドレイン弁を備える、約３０センチメートル（１２
インチ）平方及び高さ３０センチメートル（１２インチ）という寸法の箱を有する、パッ
ド作製装置（Ｗｉｌｌｉａｍｓ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ，Ｗａｔｅｒｔｏｗｎ，ＮＹから商
品名「ＴＡＰＰＩ」で入手）を使用して、不織繊維性多孔質フェルトを調製した。このス
クリーン上に、～１４インチ（３６ｃｍ）×１２インチ（３０ｃｍ）のポリエチレンスパ
ンボンド（Ｆｉｂｅｒｗｅｂ，Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＯＨより入手したＰＥＴ　Ｌｕｔ
ｒａｄｕｒ７２４０）をスクリーン上のスクリムとして堆積させた。この箱のスクリーン
の上方約１センチメートルの高さにまで水道水を満たした。繊維及び粒子添加剤混合物を
箱に注ぎ入れ、バルブを直ちに開くと真空が形成されこれにより箱から水が引き出された
。
【０３５２】
　繊維性不織布フェルトを、装置から、２０センチメートル平方の吸取紙のシート（９６
ポンド白色紙、Ａｎｃｈｏｒ　Ｐａｐｅｒ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮから入手）上に移した
。このフェルトを２～４層の吸取紙の間に挟み、余分な水を吸い取らせた。続いて、実施
例２９のプレス後のフェルトを吸取紙の新たなシート上に移し、１２５℃に設定したオー
ブン（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｗａｌｔｈａｍ，ＭＡから
入手したＨＥＲＡＴＨＥＲＭオーブンシリーズＯＭＳ１００）内に約３時間置いて残りの
水分を除去し、不織繊維性多孔質マトリックスを形成した。実施例２９の結果として得ら
れた繊維性多孔質マトリックスは厚さ約０．８～０．９０ミリメートルであった。
【０３５３】
　実施例３０については、上述したように、下表１６に示される量を用いることを除いて
、実施例２９に関して説明したように繊維混合物を調製した。パッド作製装置を追加の４
リットルの冷たい脱イオン水で満たした。装置のスクリーン上においてはスパンボンドス
クリムを用いなかった。弁を開き、水を排出しつつ、繊維及び粒子添加剤混合物を装置内
に注ぎ入れた。～１４インチ（３６ｃｍ）×１２インチ（３０ｃｍ）のポリエチレンスパ
ンボンド片を濡れたフェルト上に押しつけ、スクリムを持ち上げることによって、繊維性
不織布フェルトをスクリーンから取り出した。結果として得られた乾いた不織繊維性多孔
質マトリックスは厚さ約０．８～０．９０ミリメートルであった。
【０３５４】
【表１７】
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【０３５５】
　大腸菌の細菌捕捉のための金属ケイ酸塩を有する不織繊維性多孔質マトリックスの試験
　大腸菌（ＡＴＣＣ１１２２９、グラム陰性菌）の画線培養物からの単一のコロニーを１
０ｍＬのＴＳＢ（Ｄｉｆｃｏからのトリプチックソイブロス、３重量％）中に接種し、３
７度Ｃで約２０時間一晩インキュベートした。結果として得られた細菌原料は約１×１０
９ｃｆｕ／ｍＬを含有した。その原料を脱イオン水中で連続的に希釈し、１０ｃｆｕ／ｍ
Ｌ、１×１０２ｃｆｕ／ｍＬ、及び１×１０３ｃｆｕ／ｍＬの作業用原料を作製した。
【０３５６】
　実施例３１：実施例２９の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを打ち抜
き、１３ｍｍフィルタホルダ（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅから入手したＳＷＩＮＮＥＸホルダ）
内に挿入した。１０ｃｃシリンジを用いて１０ｍＬの１０ｃｆｕ／ｍＬ作業用原料を各デ
ィスクに通して濾過した。濾過後に、ディスクを廃棄した。滅菌した１５ｍＬポリプロピ
レン管内に濾液を収集した。濾液のうちの１ｍＬの体積をＰＡＣプレート上に播種した。
【０３５７】
　実施例３２：実施例２９の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを打ち抜
き、１３ｍｍフィルタホルダ（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅから入手したＳＷＩＮＮＥＸホルダ）
内に挿入し、実施例３１と同じ手順に従って１０ｍＬの１×１０２ｃｆｕ／ｍＬ作業用原
料を用いて大腸菌の捕捉について試験した。
【０３５８】
　実施例３３：実施例２９の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを打ち抜
き、１３ｍｍフィルタホルダ（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅから入手したＳＷＩＮＮＥＸホルダ）
内に挿入し、実施例３１と同じ手順に従って１０ｍＬの１×１０３ｃｆｕ／ｍＬ作業用原
料を用いて大腸菌の捕捉について試験した。
【０３５９】
　実施例３４～３６：実施例３１、３２、及び３３と同じ手順に従って実施例３０の不織
繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを試験し、実施例３４、３５及び３６をそ
れぞれ生じさせた。
【０３６０】
　大腸菌の原液もＰＡＣ上に播種した。これらが「１００％対照標準」試料であった。Ｐ
ＥＴＲＩＦＩＬＭプレートリーダーを用いて製造業者の使用説明書に従って平板菌数を測
定した。以下の式を用いて捕捉効率を算出した。結果を表１７に示す。
【０３６１】
　％対照標準＝（播種した濾液中のＣＦＵ）×１００／１００％対照標準中のＣＦＵ
　％捕捉効率＝１００－％対照標準
【表１８】

　ｎ＝３、括弧内に指示されていない限り、％標準偏差＜１０％。播種した１００％対照
標準は、総量２０５ｃｆｕ／ｍＬ（２４％の標準偏差）、１８９５ｃｆｕ及び１８４５０
ｃｆｕを有した。
【０３６２】
　黄色ブドウ球菌の細菌捕捉のための金属ケイ酸塩を有する不織繊維性多孔質マトリック
スの試験
　黄色ブドウ球菌（ＡＴＣＣ６５３８、グラム陽性菌）の画線培養物からの単一のコロニ
ーを１０ｍＬのＴＳＢ（Ｄｉｆｃｏからのトリプチックソイブロス、３重量％）中に接種
し、３７度Ｃで約２０時間一晩インキュベートした。結果として得られた細菌原料は約１
×１０９ｃｆｕ／ｍＬを含有した。その原料を脱イオン水中で連続的に希釈し、１０ｃｆ
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た。
【０３６３】
　実施例３７：実施例２９の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを打ち抜
き、１３ｍｍフィルタホルダ（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅから入手したＳＷＩＮＮＥＸホルダ）
内に挿入した。１０ｃｃシリンジを用いて１０ｍＬの１０ｃｆｕ／ｍＬ作業用原料を各デ
ィスクに通して濾過した。濾過後に、ディスクを廃棄した。滅菌した１５ｍＬポリプロピ
レン管内に濾液を収集した。濾液のうちの１ｍＬの体積をＰＡＣプレート上に播種した。
【０３６４】
　実施例３８：実施例２９の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを打ち抜
き、１３ｍｍフィルタホルダ（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅから入手したＳｗｉｎｎｅｘホルダ）
内に挿入し、実施例３７と同じ手順に従って１０ｍＬの１×１０２ｃｆｕ／ｍＬ作業用原
料を用いて黄色ブドウ球菌の捕捉について試験した。
【０３６５】
　実施例３９：実施例２９の不織繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを打ち抜
き、１３ｍｍフィルタホルダ（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅから入手したＳｗｉｎｎｅｘホルダ）
内に挿入し、実施例３７と同じ手順に従って１０ｍＬの１×１０３ｃｆｕ／ｍＬ作業用原
料を用いて黄色ブドウ球菌の捕捉について試験した。
【０３６６】
　実施例４０～４２：実施例３７、３８、及び３９と同じ手順に従って実施例３０の不織
繊維性多孔質マトリックスの１４ｍｍディスクを試験し、実施例４０、４１及び４２をそ
れぞれ生じさせた。
【０３６７】
　黄色ブドウ球菌の原液もＰＡＣ上に播種した。これらが「１００％対照標準」試料であ
った。ＰＥＴＲＩＦＩＬＭプレートリーダーを用いて製造業者の使用説明書に従って平板
菌数を測定した。以下の式を用いて捕捉効率を算出した。結果を表１８に示す。
【０３６８】
　％対照標準＝（播種した濾液中のＣＦＵ）ｘ１００／１００％対照標準中のＣＦＵ
　％捕捉効率＝１００－％対照標準
【表１９】

　ｎ＝３、括弧内に指示されていない限り、％標準偏差＜１０％。播種した１００％対照
標準は、総量１９５ｃｆｕ／ｍＬ（４０％の標準偏差）、１３８０ｃｆｕ（１２％の標準
偏差）及び１５９５０ｃｆｕを有した。
【０３６９】
　本明細書では、特定の例示的実施形態が詳細に説明されてきたが、当業者には、上述の
説明を理解した上で、これらの実施形態の代替物、変更物、及び等価物を容易に想起する
ことができる点が、理解されるであろう。更には、本明細書で参照される全ての刊行物及
び特許は、個々の刊行物又は特許を参照により組み込むことが、詳細かつ個別に指示され
ている場合と同じ程度で、それらの全容が参照により組み込まれる。様々な例示的実施形
態が説明されてきた。これらの実施形態及び他の実施形態は、以下の特許請求の範囲に含
まれるものである。
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